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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンピュータに実装した方法において：
　（ａ）時系列データセットの電子的兆候をコンピュータシステムで自動的に受信するス
テップであって、
　　（ｉ）複数の規定したデータフィールドの各々について、前記時系列データセットが
一又はそれ以上の対応するフィールド値（ＦＶ）データストリングを具え、
　　（ｉｉ）前記時系列データセットが、複数のフィールド値時間インデックス（ＦＶＴ
Ｉ）データストリングを具え、
　　（ｉｉｉ）前記ＦＶデータストリングの各々が、前記ＦＶデータストリングで表され
る情報が取得された、測定された、生成された、あるいは記録された時間を表わす複数の
ＦＶＴＩデータストリングのうちの対応する一つに関連している、
ステップと：
　（ｂ）プログラムされたコンピュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサによ
って、時系列データセットの電子的兆候を使用して、複数の時間スライスデータセットの
電子的兆候を自動的に生成するステップであって、
　　（ｉ）前記複数の時間スライスデータセットの各々が、指定した時間スライス時間イ
ンデックス（ＴＳＴＩ）に対応しており、これは、前記複数の時間スライスデータセット
の他の少なくとも一つの対応するＴＳＴＩと異なり、
　　（ｉｉ）前記複数の規定したデータフィールドの複数の指定したサブセットの各々に
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ついて、各時間スライスデータセットが、対応する時間スライスデータサブセットを具え
ており、
　　（ｉｉｉ）各時間スライスデータサブセットが、前記複数のデータフィールドの対応
する指定したサブセットの各データフィールドについて、（Ａ）前記時系列データセット
からの対応する単一ＦＶデータストリングか、より早いＴＳＴＩを有する対応する時間ス
ライスデータサブセットの対応するＦＶデータストリングを直接的に、あるいは一又はそ
れ以上の中間ポインタを介して表示するポインタのいずれか、及び（Ｂ）前記（Ａ）に含
まれるあるいは表示されるＦＶデータストリングについて、時系列データセットからの関
連するＦＶＴＩデータストリングか、又は、直接あるいは一又はそれ以上の中間ポインタ
を介して、より早いＴＳＴＩを有する対応する時間スライスデータサブセット中の対応す
る関連ＦＶＴＩデータストリングを表わすポインタのいずれか、を具え、
　　（ｉｖ）各時間スライスデータサブセット中に含まれる、あるいはそのポインタによ
って表示される各ＦＶＴＩデータストリングが、関連するＦＶデータストリングについて
、前記時間スライスデータサブセットのＴＳＴＩより早い時系列データセット中の最も遅
いＦＶＴＩを表している、
ステップと；
　（ｃ）前記コンピュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサに操作可能に接続
されたコンピュータシステムの有形かつ非一時的なコンピュータで読み取り可能な一又は
それ以上の媒体に、前記（ｂ）で生成した電子的兆候をコンピュータで検索可能なフォー
マットで自動的に保存するステップと；
を具えることを特徴とするコンピュータに実装した方法。
【請求項２】
　請求項１に記載のコンピュータに実装した方法において、特定のＴＳＴＩによって表示
された時間と同じ時間を表示するＦＶＴＩが、特定のＴＳＴＩより早いものとして処理さ
れるＦＶＴＩ中に含まれていることを特徴とするコンピュータに実装した方法。
【請求項３】
　請求項１に記載のコンピュータに実装した方法において、特定のＴＳＴＩによって表示
された時間と同じ時間を表示するＦＶＴＩが、特定のＴＳＴＩより遅いものとして処理さ
れたＦＶＴＩ中に含まれていることを特徴とするコンピュータに実装した方法。
【請求項４】
　請求項１に記載のコンピュータに実装した方法において、各時間スライスデータサブセ
ット中の各ポインタが、対応するデータストリング又は次に早い時間スライスデータセッ
ト中の対応する時間スライスデータサブセットのポインタを直接表示していることを特徴
とするコンピュータに実装した方法。
【請求項５】
　請求項１に記載のコンピュータに実装した方法において、各時間スライスデータサブセ
ット中の各ポインタが、対応するＴＳＴＩより早い対応するデータストリングを含む時間
スライスデータサブセット中の、最も遅い対応するＴＳＴＩを有する対応する時間スライ
スデータサブセットの対応するデータストリングを直接表示していることを特徴とするコ
ンピュータに実装した方法。
【請求項６】
　請求項１に記載のコンピュータに実装した方法において、第１のＴＳＴＩを有する少な
くとも一の時間スライスデータサブセットの少なくとも一のポインタについて、（Ａ）少
なくとも一のポインタが、対応するデータストリング、又は第１のＴＳＴＩより早い第２
のＴＳＴＩを有する、より早い時間スライスデータセットの対応する時間スライスデータ
サブセットの対応するデータストリング又はポインタを直接表示している、及び（Ｂ）複
数の時間スライスデータセットが、第１のＴＳＴＩより早く、第２のＴＳＴＩより遅い中
間ＴＳＴＩを有する、少なくとも一の中間時間スライスデータセットを具えることを特徴
とするコンピュータに実装した方法。
【請求項７】



(3) JP 6989137 B2 2022.1.5

10

20

30

40

50

　請求項１に記載のコンピュータに実装した方法において、各時間スライスデータサブセ
ットが、対応する指定したデータフィールドサブセットの各データフィールドについて、
（ｉ）ＦＶデータストリングと、関連ＦＶＴＩデータストリング、あるいは（ｉｉ）対応
するより早い時間スライスデータサブセットの対応するＦＶデータストリングへのポイン
タと、対応するより早い時間スライスデータサブセットの対応するＦＶＴＩデータストリ
ングへのポインタ、のいずれかを有することを特徴とするコンピュータに実装した方法。
【請求項８】
　請求項７に記載のコンピュータに実装した方法において、一又はそれ以上のポインタを
有する各時間スライスデータサブセットが、対応するより早い時間スライスデータサブセ
ット全体を表示する単一ポインタのみを具えることを特徴とするコンピュータに実装した
方法。
【請求項９】
　請求項１に記載のコンピュータに実装した方法において、複数の時間スライスデータセ
ットが、他の複数の時間スライスデータセットの各々の対応するＴＳＴＩより早く、最も
早いＴＳＴＩに対応する最も早い時間スライスデータセットを具え、この最も早いＴＳＴ
Ｉが時系列データセットのすべてのＦＶＴＩより早く、最も早い時間スライスデータセッ
トのすべての時間スライスデータサブセットが、一又はそれ以上のデータストリングを具
えており、ポインタは具えていないことを特徴とするコンピュータに実装した方法。
【請求項１０】
　請求項１に記載のコンピュータに実装した方法において、複数の時間スライスデータセ
ットが、他の複数の時間スライスデータセットの各々の対応するＴＳＴＩより遅く、最も
遅いＴＳＴＩに対応する最も遅い時間スライスデータセットを具え、この最も遅いＴＳＴ
Ｉが時系列データセットの各ＦＶＴＩより遅く、最も遅い時間スライスデータセットのす
べての時間スライスデータサブセットが、一又はそれ以上のポインタを具えており、デー
タストリングは具えていないことを特徴とするコンピュータに実装した方法。
【請求項１１】
　一又はそれ以上の電子プロセッサと、各々が前記プロセッサの一又はそれ以上に操作可
能に接続された一又はそれ以上の有形で非一時的なコンピュータで読み取り可能な媒体と
を具えるコンピュータシステムにおいて、前記コンピュータシステムが、請求項１に記載
の方法を実行するように構成され、接続され、プログラムされていることを特徴とするコ
ンピュータシステム。
【請求項１２】
　コンピュータに請求項１に記載の方法を実行させるためのプログラム。
【請求項１３】
　コンピュータに請求項１に記載の方法を実行させるためのプログラムを記録したコンピ
ュータ読み取り可能な記録媒体。
【請求項１４】
　請求項１に記載のコンピュータに実装した方法が更に：
　（ｄ）プログラムされたコンピュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサを用
いて、新しく指定されたＴＳＴＩより早い複数の時間スライスデータセット中に生じた最
も遅いＴＳＴＩを自動的に決定するステップと；
　（ｅ）プログラムされたコンピュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサを用
いて、複数の規定されたデータフィールドの各々について、上記（ｄ）で決定した最も遅
いＴＳＴＩより遅く、新しく指定されたＴＳＴＩより早い、時系列データセットの最も遅
いＦＶＴＩを表示する対応ＦＶＴＩデータストリングを自動的に認識するステップと；
　（ｆ）プログラムされたコンピュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサを用
いて、少なくとも一の対応する最も遅いＦＶＴＩデータストリングが上記（ｅ）で認識さ
れている複数のデータフィールドの各指定されたサブセットについて、新しい時間スライ
スデータセットの対応する時間スライスデータサブセット中に、（ｉ）各認識した最も遅
いＦＶＴＩデータストリングと関連ＦＶデータストリングと、（ｉｉ）上記（ｅ）におい
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てＦＶＴＩデータストリングが認識されなかった指定したサブセットの各データフィール
ドについて、一又はそれ以上のＦＶデータストリング、一又はそれ以上のＦＶＴＩデータ
ストリング、又は、新しいＴＳＴＩより早い時系列データセット中の最も遅いＦＶＴＩと
、関連ＦＶデータストリングを表す一又はそれ以上のポインタ、を自動的に具えるステッ
プと；
　（ｇ）プログラムされたコンピュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサを用
いて、対応するＦＶＴＩデータストリングが上記（ｅ）で認識されていない複数のデータ
フィールドの各指定したサブセットについて、新しい時間スライスデータセットの対応す
る時間スライスデータサブセット中に、一又はそれ以上のデータストリング又は、より早
いＴＳＴＩを伴う対応する時間スライスデータサブセット中に、新しいＴＳＴＩより早い
最も遅いＦＶＴＩデータストリングと、関連するＦＶデータストリングとを集合的に表示
する一又はそれ以上のポインタを、自動的に具えるステップと；
　（ｈ）コンピュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサに操作可能に接続され
たコンピュータシステムの、一又はそれ以上の有形かつ非一時的なコンピュータで読み取
り可能な媒体に、上記（ｆ）及び（ｇ）の時間スライスデータサブセットを具え、新しく
指定したＴＳＴＩに対応する、新しい時間スライスデータセットの電子的兆候を自動的に
生成し、コンピュータで検索可能なフォーマットで自動的に保存するステップと；
を具えることを特徴とするコンピュータに実装した方法。
【請求項１５】
　請求項１４に記載のコンピュータに実装した方法において：上記（ｆ）が、プログラム
されたコンピュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサを用いて、上記（ｅ）で
少なくとも一の対応する最も遅いＦＶＴＩデータストリングが認識される複数のデータフ
ィールドの各指定されたサブセットについて、新しい時間スライスデータセットの対応す
る時間スライスデータサブセット中に、指定されたサブセットのデータフィールドの各々
について、対応するＦＶデータストリングと、新しいＴＳＴＩより早く、最も遅いＦＶＴ
Ｉに対応する関連ＦＶＴＩデータストリングとを自動的に具える、ステップを具えること
を特徴とするコンピュータに実装した方法。
【請求項１６】
　請求項１４に記載のコンピュータに実装した方法において、上記（ｅ）の認識が、時系
列データセットの電子的兆候に自動的に電子的にクエリを行って、上記（ｄ）で決定した
最も遅いＴＳＴＩより遅く、新しく指定したＴＳＴＩより早い対応するＦＶＴＩデータス
トリングを認識するステップを具えることを特徴とするコンピュータに実装した方法。
【請求項１７】
　請求項１６に記載のコンピュータに実装した方法において、上記（ｅ）の認識が、複数
の規定したデータフィールドの各々について、プログラムされたコンピュータシステムの
一又はそれ以上の電子プロセッサを用いて、（Ａ）新しい指定されたＴＳＴＩより遅い時
間スライスデータセット中の最も早いＴＳＴＩを決定するステップと、（Ｂ）上記（Ａ）
で決定したＴＳＴＩを有する対応する時間スライスデータサブセットがポインタを具える
各フィールドについて、時系列データセットの電子クエリからそのフィールドを除外して
、そのポインタで表示される対応するＦＶＴＩを、最も遅いＦＶＴＩとして認識するステ
ップと、を具えることを特徴とするコンピュータに実装した方法。
【請求項１８】
　請求項１６に記載のコンピュータに実装した方法において、上記（ｅ）の認識が、複数
の規定したデータフィールドの各々について、プログラムされたコンピュータシステムの
一又はそれ以上の電子プロセッサを用いて、（Ａ）新しく指定したＴＳＴＩより遅い時間
スライスデータセット中の最も早いＴＳＴＩを決定するステップと、（Ｂ）前記（Ａ）で
決定したＴＳＴＩを有する対応する時間スライスデータサブセットが、前記（ｄ）で決定
した最も遅いＴＳＴＩより早いＦＶＴＩデータストリングを具えるか、これをポインタで
表している各フィールドについて前記時系列データセットの電子クエリからのフィールド
を除外し、含んでいる又は表示されたＦＶＴＩデータストリングを最も遅いＴＳＴＩとし
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て認識するステップを具えることを特徴とするコンピュータに実装した方法。
【請求項１９】
　請求項１６に記載のコンピュータに実装した方法において、上記（ｅ）の認識が、複数
の規定したデータフィールドの各々について、プログラムされたコンピュータシステムの
一又はそれ以上の電子プロセッサを用いて、新しい指定したＴＳＴＩより遅い対応ＴＳＴ
Ｉを有する対応する時間スライスデータサブセットが、前記（ｄ）で決定した最も遅いＴ
ＳＴＩより早いＦＶＴＩデータストリングを具えるか、これをポインタで表している各フ
ィールドについて、前記時系列データセットの電子クエリからのフィールドを除外し、含
んでいる又は表示されたＦＶＴＩデータストリングを最も遅いＴＳＴＩとして認識するス
テップを具えることを特徴とするコンピュータに実装した方法。
【請求項２０】
　請求項１４に記載のコンピュータに実装した方法が更に：
　（ｉ）プログラムされたコンピュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサを用
いて、上記（ｅ）で少なくとも一の対応するＦＶＴＩデータストリングが認識された複数
のデータフィールドの指定された各サブセットについて、新しく指定したＴＳＴＩより遅
い対応するＴＳＴＩで、新しく指定したＴＳＴＩより早い対応するＴＳＴＩを伴い対応す
る時間スライスデータサブセット中の対応するＦＶＴＩデータストリング又は関連ＦＶデ
ータストリングを表示する一又はそれ以上のポインタ具える一又はそれ以上の対応する時
間スライスデータサブセットを認識するステップと；
　（ｊ）上記（ｉ）で認識された一又はそれ以上の各時間スライスデータサブセットにつ
いて、プログラムされたコンピュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサを用い
て、一又はそれ以上の対応するポインタを、新しい時間スライスデータセットの対応する
ＦＶ又はＦＶＴＩデータストリングを表示する一又はそれ以上の対応する新しいポインタ
で自動的に置き換えるステップと；
　（ｋ）コンピュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサに操作可能に接続され
たコンピュータシステムの有形かつ非一時的なコンピュータで読み取り可能な一又はそれ
以上の媒体において、上記（ｊ）の置き換えたポインタの電子的兆候を自動的に更新する
ステップと；
を具えることを特徴とするコンピュータに実装した方法。
【請求項２１】
　一又はそれ以上の電子プロセッサと、各々が前記プロセッサの一又はそれ以上に操作可
能に接続された一又はそれ以上の有形かつ非一時的なコンピュータで読み取り可能な媒体
とを具えるコンピュータシステムにおいて、前記コンピュータシステムが、請求項１４に
記載の方法を実行するように構成され、接続され、プログラムされていることを特徴とす
るコンピュータシステム。
【請求項２２】
　コンピュータに請求項１４に記載の方法を実行させるためのプログラム。
【請求項２３】
　コンピュータに請求項１４に記載の方法を実行させるためのプログラムを記録したコン
ピュータ読み取り可能な記録媒体。
【請求項２４】
　請求項１に記載のコンピュータに実装した方法が、更に：
　（ｄ）規定したデータフィールドのうち対応する一つについての新しいＦＶデータスト
リングと、新しいＦＶデータストリングが取得され、測定され、生成され、あるいは記録
された時間の新しいＦＶＴＩを表示する新しい関連ＦＶＴＩデータストリングの電子的兆
候を、コンピュータシステムで自動的に受信するステップと；
　（ｅ）プログラムされたコンピュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサを用
いて、この新しいＦＶ及びＦＶＴＩデータストリングを時系列データセットに自動的に含
めるステップと；
　（ｆ）プログラムされたコンピュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサを用
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いて、コンピュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサに操作可能に接続された
コンピュータシステムの一又はそれ以上の有形かつ非一時的なコンピュータで読み取り可
能な媒体に、コンピュータで検索可能なフォーマットで、新しいＦＶ及びＦＶＴＩデータ
ストリングの電子的兆候を、時系列データセットの電子的兆候の一部として、自動的に生
成し、自動的に保存するステップと；
を具えることを特徴とするコンピュータに実装した方法。
【請求項２５】
　請求項２４に記載のコンピュータに実装した方法が、更に：
　（ｇ）プログラムされたコンピュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサを用
いて、複数のデータフィールドの複数の指定したサブセットのうちのどれが、上記（ｄ）
のデータフィールドを具えるかを自動的に認識し、その指定したサブセットに対応する時
間スライスデータサブセットを認識するステップと；
　（ｈ）プログラムされたコンピュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサを用
いて、新しいＦＶＴＩより遅い、最も早いＴＳＴＩを自動的に決定するステップと；
　（ｉ）上記（ｄ）のデータフィールドについて上記（ｇ）で認識した時間スライスデー
タサブセット中のポインタを有する時間スライスデータセットに対応する上記（ｈ）で認
識した各ＴＳＴＩについて、プログラムされたコンピュータシステムの一又はそれ以上の
電子プロセッサを用いて、そのポインタを、上記（ｄ）のデータフィールドについての新
しいＦＶデータストリングと関連する新しいＦＶＴＩデータストリングで自動的に置き換
えるステップと；
　（ｊ）プログラムされたコンピュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサを用
いて、上記（ｈ）で決定したＴＳＴＩより遅いＴＳＴＩに対応し、上記（ｄ）のフィール
ドについて、新しいＦＶＴＩより早いＦＶＴＩデータストリング又は新しいＦＶＴＩより
早いＦＶＴＩデータストリングを表示するポインタを具え、上記（ｇ）で認識された各時
間スライスデータサブセットについて、時間スライスデータサブセットにおいて、より早
いＦＶＴＩデータストリング、関連するＦＶデータストリング、あるいは一又はそれ以上
のポインタを、新しいＦＶＴＩデータストリング、関連する新しいＦＶデータストリング
、あるいは上記（ｉ）の時間スライスデータサブセットでこれらの新しいデータストリン
グを表示する一又はそれ以上のポインターで自動的に置き換えるステップと；
　（ｋ）コンピュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサに操作可能に接続され
たコンピュータシステムの、一又はそれ以上の有形かつ非一時なコンピュータで読み取り
可能な媒体に、上記（ｉ）及び（ｊ）で交換した時間スライスデータサブセットの電子的
兆候を、コンピュータで検索可能なフォーマットで自動的に生成し、自動的に保存するス
テップと；
を具えることを特徴とするコンピュータに実装した方法。
【請求項２６】
　請求項２４に記載のコンピュータに実装した方法が、更に：
　（ｇ）プログラムされたコンピュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサを用
いて、複数のデータフィールドの複数の指定したサブセットのどれが、上記（ｄ）のデー
タフィールドを具えているかを認識し、指定したサブセットに対応する時間スライスデー
タサブセットを認識するステップと；
　（ｈ）プログラムされたコンピュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサを用
いて、新しいＦＶＴＩより遅い、最も早いＴＳＴＩを自動的に決定するステップと；
　（ｉ）プログラムされたコンピュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサを用
いて、上記（ｈ）で決定したＴＳＴＩより遅いＴＳＴＩに対応し、上記（ｄ）のフィール
ドについて新しいＦＶＴＩより早いＦＶＴＩについてのＦＶＴＩデータストリングを具え
る、上記（ｇ）で認識した時間スライスデータサブセットについて、時間スライスデータ
サブセットにおいて、より早いＦＶＴＩデータストリングを新しいＦＶＴＩデータストリ
ングで、より早いＦＶデータストリングを新しいＦＶデータストリングで自動的に置き換
えるステップと；
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　（ｊ）上記（ｇ）で認識した時間スライスデータセットにポインタを有する時間スライ
スデータセットに対応する上記（ｈ）で認識した各ＴＳＴＩについて、プログラムされた
コンピュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサを用いて、そのポインタを、上
記（ｇ）で認識した指定したサブセットのデータフィールドの各々について、上記（ｄ）
のデータフィールドについての新しいＦＶデータストリングと関連するＦＶＴＩデータス
トリングを含む対応するＦＶデータストリングと、上記（ｈ）で認識したＴＳＴＩより早
い、最も遅いＦＶＴＩに対応する関連ＦＶＴＩデータストリングで自動的に置き換えるス
テップと；
　（ｋ）プログラムされたコンピュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサを用
いて、上記（ｈ）で決定したＴＳＴＩより遅いＴＳＴＩに対応し、上記（ｈ）で決定した
ＴＳＴＩより早いＴＳＴＩに対応する時間スライスデータセット中の時間スライスデータ
サブセットを表示するポインタを具える各時間スライスデータセットの各対応する時間ス
ライスデータサブセットを自動的に認識するステップと；
　（ｌ）上記（ｋ）で認識した各時間スライスデータサブセットについて、プログラムさ
れたコンピュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサを用いて、対応するポイン
タを、上記（ｈ）で決定されたＴＳＴＩに対応する時間スライスデータセットの対応する
時間スライスデータサブセットを表示する対応する新しいポインタで自動的に置き換える
ステップと；
　（ｍ）上記（ｉ）（ｊ）及び（ｌ）で置き換えた時間スライスデータサブセットの電子
的兆候を、コンピュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサに操作可能に接続さ
れたコンピュータシステムの、一又はそれ以上の有形かつ非一時なコンピュータで読み取
り可能な媒体に、コンピュータで検索可能なフォーマットで自動的に生成し、自動的に保
存するステップと；
を具えることを特徴とするコンピュータに実装した方法。
【請求項２７】
　一又はそれ以上の電子プロセッサと、各々が前記プロセッサの一又はそれ以上に操作可
能に接続された一又はそれ以上の有形で非一時的なコンピュータで読み取り可能な媒体と
を具えるコンピュータシステムにおいて、前記コンピュータシステムが、請求項２４に記
載の方法を実行するように構成され、接続され、プログラムされていることを特徴とする
コンピュータシステム。
【請求項２８】
　コンピュータに請求項２４に記載の方法を実行させるためのプログラム。
【請求項２９】
　コンピュータに請求項２４に記載の方法を実行させるためのプログラムを記録したコン
ピュータ読み取り可能な記録媒体。
【請求項３０】
　請求項１に記載のコンピュータに実装した方法において、前記複数の時間スライスデー
タセットの対応するＴＳＴＩは、不規則な時間間隔で空けられることを特徴とする方法。
【請求項３１】
　請求項１に記載のコンピュータに実装した方法において、前記複数のデータフィールド
の各々の対応するＦＶＴＩは、それぞれのデータフィールドについて連続するＦＶＴＩ間
の規則的または不規則な時間間隔において、複数のデータフィールドの少なくとも他の一
つの対応するＦＶＴＩと異なることを特徴とする方法。
【請求項３２】
　時系列データセットを検索またはフィルタリングする、コンピュータに実装した方法に
おいて：
　（ａ）（ｉ）コンピュータシステムの一又はそれ以上の有形で非一時的なコンピュータ
で読み取り可能な媒体に、コンピュータで検索可能なフォーマットで、時系列データセッ
トの電子的兆候が保存されており、（ｉｉ）複数の規定したデータフィールドの各々につ
いて、時系列データセットが一又はそれ以上の対応するフィールド値（ＦＶ）データスト
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リングを具えており、（ｉｉｉ）時系列データセットが、複数のフィールド値時間インデ
ックス（ＦＶＴＩ）データストリングを具えており、（ｉｖ）ＦＶデータストリングの各
々が、ＦＶデータストリングで表される情報が取得され、測定され、生成され、あるいは
記録された時間を表示する複数のＦＶＴＩデータストリングのうちの対応する一つに関連
しており；
　（ｂ）（ｉ）複数の時間スライスデータセットの電子的兆候が、コンピュータシステム
の一又はそれ以上の有形かつ非一時的なコンピュータで読み取り可能な媒体に、コンピュ
ータで検索可能なフォーマットで保存され、（ｉｉ）複数の時間スライスデータセットの
各々が、指定された時間スライス時間インデックス（ＴＳＴＩ）に対応しており、これは
、他の複数の時間スライスデータセットの少なくとも一つの対応するＴＳＴＩと異なり、
（ｉｉｉ）複数の規定したデータフィールドの複数の指定したサブセットの各々について
、各時間スライスデータセットが、対応する時間スライスデータサブセットを具え、（ｉ
ｖ）各時間スライスデータサブセットが、複数のデータフィールドの対応する指定したサ
ブセットの各データフィールドについて、（Ａ）時系列データセットからの対応する単一
ＦＶデータストリングか、あるいは直接的にあるいは一又はそれ以上の中間ポインタを介
して、より早いＴＳＴＩを伴う対応する時間スライスデータサブセット中の対応するＦＶ
データストリングを表示するポインタのいずれか、及び（Ｂ）上記（Ａ）に記載された又
は表示されたＦＶデータストリングについて、時系列データセットからの関連するＦＶＴ
Ｉデータストリングか、あるいは、直接にあるいは一又はそれ以上の中間ポインタを介し
て、より早いＴＳＴＩを伴う対応する時間スライスデータサブセット中の対応する関連Ｆ
ＶＴＩデータストリングを表示するポインタのいずれか、を具え、（ｖ）各時間スライス
データサブセットに含まれる又はそのポインタで表示される各ＦＶＴＩデータストリング
が、関連ＦＶデータストリングについて、時間スライスデータサブセットのＴＳＴＩより
早く、時系列データセット中の最も遅いＦＶＴＩを表しており、
　当該方法が：
　（Ａ）クエリ中で特定した複数のデータフィールドのクエリを行ったサブセットの、Ｆ
Ｖデータストリングに関する、リスト、表、グラフ、ディスプレイ、又は一覧表について
の電子クエリをコンピュータシステムで受信するステップであって、ＦＶデータストリン
グが、クエリ時間インデックス（ＱＴＩ）より早い、最も遅い関連するＦＶＴＩデータス
トリングを有する、ステップと；
　（Ｂ）プログラムされたコンピュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサを用
いて、クエリを行ったサブセットの各フィールドについて、ＱＴＩより早い対応する最も
遅いＦＶＴＩデータストリングを自動的に認識するステップと；
　（Ｃ）プログラムされたコンピュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサを用
いて、上記（Ｂ）で認識したＦＶＴＩデータストリングを、又は上記（Ｂ）で認識したＦ
ＶＴＩデータストリングに関連するＦＶデータストリングを自動的に電子的問い合わせを
行うステップと；
　（Ｄ）プログラムされたコンピュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサ、デ
ィスプレイ、又は有形で非一時的なコンピュータで読み取り可能な媒体を用いて、上記（
Ｃ）で問い合わせたＦＶ又はＦＶＴＩデータストリング中の、ＦＶまたはＦＶＴＩデータ
ストリングをリスト化、作表、グラフ化、表示あるいは一覧表化するステップであって上
記（Ａ）のクエリに含まれる一又はそれ以上の検索又はフィルタ基準を満たしている、ス
テップとを具え、
　（Ｅ）上記（Ｂ）の認識が、時系列データセットの電子的兆候を自動的に電子クエリし
て、ＱＴＩより早い一又はそれ以上の対応する最も遅いＦＶＴＩデータストリングを認識
するステップを具え、
　当該方法が更に：
　（Ｆ）プログラムされたコンピュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサを用
いて、（ｉ）ＱＴＩより早い時間スライスデータセット中の最も遅いＴＳＴＩを決定する
ステップと、（ｉｉ）上記（Ｆ）（ｉ）で決定したＴＳＴＩより遅く、ＱＴＩより早い時



(9) JP 6989137 B2 2022.1.5

10

20

30

40

50

系列データセットでＦＶＴＩが認識されなかった、クエリを行った各フィールドを認識す
るステップと、（ｉｉｉ）上記（Ｆ）（ｉｉ）で認識されたクエリを行った各フィールド
を、時系列データセットの電子クエリから除外するステップと、（ｉｖ）上記（Ｆ）（ｉ
ｉ）で認識されたクエリを行った各フィールドについて、上記（Ｆ）（ｉ）で決定したＴ
ＳＴＩを有する対応する時間スライスデータサブセットに含まれる、あるいはそのポイン
タによって表示されるＦＶＴＩデータストリングを、最も遅いＦＶＴＩデータストリング
として認識するステップ；
　（Ｇ）プログラムされたコンピュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサを用
いて、（ｉ）ＱＴＩより遅い時間スライスデータセット中の最も早いＴＳＴＩを自動的に
決定するステップと、（ｉｉ）上記（Ｇ）（ｉ）で決定したＴＳＴＩを有する対応する時
間スライスデータサブセットが、ＦＶＴＩデータストリングを表示するポインタを具える
、クエリを行った各フィールドを認識するステップと、（ｉｉｉ）上記（Ｇ）（ｉｉ）で
認識されたクエリを行った各フィールドを、時系列データセットの電子クエリから除外す
るステップと、（ｉｖ）上記（Ｇ）（ｉｉ）で認識されたクエリを行った各フィールドに
ついて、ポインタによって表示される対応するＦＶＴＩデータストリングを、最も遅いＦ
ＶＴＩデータストリングとして認識するステップ；
　（Ｈ）プログラムされたコンピュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサを用
いて、（ｉ）ＱＴＩより遅い時間スライスデータセット中の最も早いＴＳＴＩを決定する
ステップと、（ｉｉ）上記（Ｈ）（ｉ）で決定したＴＳＴＩを有する対応する時間スライ
スデータサブセットが、ＱＴＩより早いＦＶＴＩデータストリングを含むか、またはその
ＦＶＴＩデータストリングをポインタによって表示する、クエリを行った各フィールドを
認識するステップと、（ｉｉｉ）上記（Ｈ）（ｉｉ）で認識されたクエリを行った各フィ
ールドを、時系列データセットの電子クエリから除外するステップと、（ｉｖ）上記（Ｈ
）（ｉｉ）で認識されたクエリを行った各フィールドについて、含まれたまたは表示され
たＦＶＴＩデータストリングを、最も遅いＦＶＴＩデータストリングとして認識するステ
ップ；または、
　（Ｉ）プログラムされたコンピュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサを用
いて、（ｉ）ＱＴＩより遅い対応するＴＳＴＩを有する、対応する時間スライスデータサ
ブセットが、ＱＴＩより早いＦＶＴＩデータストリングを含むか、またはそのＦＶＴＩデ
ータストリングをポインタによって表示する、クエリを行った各フィールドを認識するス
テップと、（ｉｉ）上記（Ｉ）（ｉ）で認識されたクエリを行った各フィールドを、時系
列データセットの電子クエリから除外するステップと、（ｉｉｉ）上記（Ｉ）（ｉ）で認
識されたクエリを行った各フィールドについて、含まれたまたは表示されたＦＶＴＩデー
タストリングを、最も遅いＦＶＴＩデータストリングとして認識するステップ
のうち一またはそれ以上を具えることを特徴とするコンピュータに実装した方法。
【請求項３３】
　請求項３２に記載のコンピュータに実装した方法が、更に、プログラムされたコンピュ
ータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサを用いて、（ｉ）ＱＴＩより早い時間ス
ライスデータセット中の最も遅いＴＳＴＩを決定するステップと、（ｉｉ）上記（ｉ）で
決定したＴＳＴＩより遅くＱＴＩより早い時系列データセットでＦＶＴＩが認識されなか
ったクエリを行った各フィールドを認識するステップと、（ｉｉｉ）上記（ｉｉ）で認識
されたクエリを行った各フィールドを時系列データセットの電子クエリから除外するステ
ップと、（ｉｖ）上記（ｉ）で決定したＴＳＴＩを有する対応する時間スライスデータに
含まれる、あるいはそのポインタによって表示されるＦＶＴＩデータストリングを、最も
遅いＦＶＴＩデータストリングとして認識するステップと、を具えることを特徴とするコ
ンピュータに実装した方法。
【請求項３４】
　請求項３２に記載のコンピュータに実装した方法が更に、プログラムされたコンピュー
タシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサを用いて、（ｉ）ＱＴＩより遅い時間スラ
イスデータセット中の最も早いＴＳＴＩを決定するステップと、（ｉｉ）上記（ｉ）で決
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定したＴＳＴＩを伴う対応する時間スライスデータサブセットが、ＦＶＴＩデータストリ
ングを表示するポインタを具えるクエリを行った各フィールドを認識するステップと、（
ｉｉｉ）上記（ｉｉ）で認識されたクエリを行った各フィールドを時系列データセットの
電子クエリから除外するステップと、（ｉｖ）上記（ｉｉ）で認識されたクエリを行った
各フィールドについて、ポインタによって表示されるＦＶＴＩデータストリングを、最も
遅いＦＶＴＩデータストリングとして認識するステップと、を具えることを特徴とするコ
ンピュータに実装した方法。
【請求項３５】
　請求項３２に記載のコンピュータに実装した方法が更に、プログラムされたコンピュー
タシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサを用いて、（ｉ）ＱＴＩより遅い時間スラ
イスデータセット中の最も早いＴＳＴＩを決定するステップと、（ｉｉ）上記（ｉ）で決
定したＴＳＴＩを伴う対応する時間スライスデータサブセットが、ＱＴＩより早いＦＶＴ
Ｉデータストリングを含む、あるいはポインタで表示する、クエリを行った各フィールド
を認識するステップと、（ｉｉｉ）上記（ｉｉ）で認識されたクエリを行った各フィール
ドを時系列データセットの電子クエリから除外するステップと、（ｉｖ）上記（ｉｉ）で
認識されたクエリを行った各フィールドについて、含まれている又は表示されたＦＶＴＩ
データストリングを最も遅いＦＶＴＩデータストリングとして認識するステップと、を具
えることを特徴とするコンピュータに実装した方法。
【請求項３６】
　請求項３２に記載のコンピュータに実装した方法が更に、プログラムされたコンピュー
タシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサを用いて、（ｉ）ＱＴＩより遅い対応する
ＴＳＴＩを有する対応する時間スライスデータサブセットが、ＱＴＩより早いＦＶＴＩデ
ータストリングを含む、あるいはポインタで表示する、クエリを行った各フィールドを認
識するステップと、（ｉｉ）上記（ｉ）で認識されたクエリを行った各フィールドを時系
列データセットの電子クエリから除外するステップと、（ｉｉｉ）上記（ｉ）で認識され
たクエリを行った各フィールドについて、含まれている又は表示されたＦＶＴＩデータス
トリングを最も遅いＦＶＴＩデータストリングとして認識するステップと、を具えること
を特徴とするコンピュータに実装した方法。
【請求項３７】
　請求項３２に記載のコンピュータに実装した方法において、ＱＴＩによって表示される
時間と同じ時間を表示するＦＶＴＩが、ＱＴＩより早いとして処理されるＦＶＴＩ中に含
まれており、ＱＴＩによって表示される時間と同じ時間を表示するＴＳＴＩが、ＱＴＩよ
り早いとして処理されるＴＳＴＩ中に含まれることを特徴とするコンピュータに実装した
方法。
【請求項３８】
　請求項３２に記載のコンピュータに実装した方法において、ＱＴＩによって表示される
時間と同じ時間を表示するＦＶＴＩが、ＱＴＩより遅いとして処理されるＦＶＴＩ中に含
まれており、ＱＴＩによって表示される時間と同じ時間を表示するＴＳＴＩが、ＱＴＩよ
り遅いとして処理されるＴＳＴＩ中に含まれることを特徴とするコンピュータに実装した
方法。
【請求項３９】
　請求項３２に記載のコンピュータに実装した方法において、ＱＴＩによって表示される
時間と同じ時間を表示するＦＶＴＩが、ＱＴＩより早いとして処理されるＦＶＴＩ中に含
まれており、ＱＴＩによって表示される時間と同じ時間を表示するＴＳＴＩが、ＴＳＴＩ
より遅いＱＴＩ中に含まれることを特徴とするコンピュータに実装した方法。
【請求項４０】
　請求項３２に記載のコンピュータに実装した方法において、ＱＴＩによって表示される
時間と同じ時間を表示するＦＶＴＩが、ＱＴＩより遅いＦＶＴＩ中に含まれており、ＱＴ
Ｉによって表示される時間と同じ時間を表示するＴＳＴＩが、ＱＴＩより早いＴＳＴＩ中
に含まれることを特徴とするコンピュータに実装した方法。。



(11) JP 6989137 B2 2022.1.5

10

20

30

40

50

【請求項４１】
　請求項３２に記載のコンピュータに実装した方法において：
　（ｉ）上記（Ｂ）の認識が、対応する追加のＴＳＴＩを伴う一又はそれ以上の追加の時
間スライスデータセットを自動的に生成するステップを具え、
　（ｉｉ）上記（Ｃ）の問い合わせが、（１）一又はそれ以上の追加の時間スライスデー
タセットに含まれる、あるいはその対応するポインタによって表示されるＦＶデータスト
リング、あるいは（２）一又はそれ以上の追加の時間スライスデータセットに含まれる、
あるいはその対応するポインタによって表示されるＦＶＴＩデータストリングに、自動的
に問い合わせを行うステップを具える、
ことを特徴とするコンピュータに実装した方法。
【請求項４２】
　請求項４１に記載のコンピュータに実装した方法において、一又はそれ以上の追加の時
間スライスデータセットが、複数の時間スライスデータセットを変更することなく生成さ
れることを特徴とするコンピュータに実装した方法。
【請求項４３】
　請求項４１に記載のコンピュータに実装した方法において、一又はそれ以上の追加の時
間スライスデータセットが、ＱＴＩで表示される時間を表示する対応する追加のＴＳＴＩ
を有することを特徴とするコンピュータに実装した方法。
【請求項４４】
　請求項４１に記載のコンピュータに実装した方法が更に：
　（ｉｉｉ）同じＱＴＩを有する上記（Ａ）の複数の異なる電子クエリを受信するステッ
プと；
　（ｉｖ）受信した各クエリについて、（１）追加の時間スライスデータセットに含まれ
る、あるいはその対応するポインタによって表示されるＦＶストリングデータ、又は、（
２）追加の時間スライスデータセットに含まれる、あるいはその対応するポインタによっ
て表示されるＦＶＴＩデータストリングに、自動的に問い合わせを行うステップと；
　
　（ｖ）各受信したクエリについて、上記（ｉｉｉ）の対応するクエリに含まれる一又は
それ以上の検索又はフィルタ基準を満足する、上記（ｉｖ）で問い合わせを行ったＦＶ又
はＦＶＴＩデータストリング中のＦＶ又はＦＶＴＩデータストリングを、リスト化、作表
、グラフ化、表示あるいは一覧表化するステップと、
を具えることを特徴とするコンピュータに実装した方法。
【請求項４５】
　請求項４４に記載のコンピュータに実装した方法が更に、一又はそれ以上の追加の時間
スライスデータセットを不活性化するステップを具えることを特徴とするコンピュータに
実装した方法。
【請求項４６】
　一又はそれ以上の電子プロセッサと、各々が一又はそれ以上のプロセッサと操作可能に
接続された一又はそれ以上の有形で非一時的なコンピュータで読み取り可能な媒体とを具
えるコンピュータシステムにおいて、このコンピュータシステムは請求項３２に記載の方
法を実行するように構成され、接続され、プログラムされていることを特徴とするコンピ
ュータに実装した方法。
【請求項４７】
　コンピュータに請求項３２に記載の方法を実行させるためのプログラム。
【請求項４８】
　請求項３２に記載のコンピュータに実装した方法において、前記複数の時間スライスデ
ータセットの対応するＴＳＴＩは、不規則な時間間隔で空けられることを特徴とする方法
。
【請求項４９】
　請求項３２に記載のコンピュータに実装した方法において、前記複数のデータフィール
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ドの各々の対応するＦＶＴＩは、それぞれのデータフィールドについて連続するＦＶＴＩ
間の規則的または不規則な時間間隔において、複数のデータフィールドの少なくとも他の
一つの対応するＦＶＴＩと異なることを特徴とする方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
［優先権の主張］
　本出願は、Ｒｏｙ　Ｗ．ＷａｒｄとＤａｖｉｄ　Ｓ．Ａｌａｖｉによって２０１６年９
月２日に出願された米国暫定出願第１５／０１９，９６５号「時系列データベースを保存
、更新、検索及びフィルタリングするシステム及び方法」の優先権を主張する。この暫定
出願は、引用により完全に本明細書に記載されているようにここに組み込まれている。
【０００２】
　本発明の技術分野は、時系列データベースに関し、特に、時系列データベースを保存、
更新、検索及びフィルタリングするシステム及び方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　時系列データベースは多種多様な環境で作られており、分析と制御に使用することがで
きる。膨大な量の時系列データを生成することが期待されている幅広い活動領域の一つは
、いわゆるインターネット・オブ・シングス（ＩｏＴ）であり、完全に異なる種類の数多
くのデバイスにネットワーク接続性が提供されており、モニタリング又は制御を提供して
いる。多くの例では、時系列データベースに位置データを含めることができる（例えば、
緯度や経度といった地理座標、おそらく、高度又は海抜も）。時系列データセットを生成
して活用できる領域のいくつかの例（排他的な意味ではなく）は、以下の通りであり、こ
れらのいくつかは互いに重複している。
【０００４】
　いわゆるコネクティッド・トランスポーテーションでは、時系列データベースが、自動
車、トラック、電車（あるいは機関車又は鉄道車両）、航空機、ボート、及び船、その他
用の人口動態統計あるいは操作パラメータを具えている。これらの時系列データセットは
、予知診断、保全スケジューリング、故障予知又は分析、事故調査及び分析、その他用に
分析することができる。時系列データセットに含まれる位置座標は、車両ナビゲーション
、交通流管理、フリート管理又は資産管理、人事管理、スケジューリング、その他に利用
できる。
【０００５】
　いわゆるスマート・シティでは、時系列データセットには、駐車場利用の可否、トラフ
ィック・パターン、ビル、道路、橋、送電線及び送電網、通信網、水及び下水管路、ガス
管路、あるいはその他インフラのモニタリング、水質モニタリング、ノイズレベル、照明
条件及びリソース、ごみ又は廃棄物の集積、などがある。これらの時系列データセットは
、事故管理、維持、スケジューリング、負荷バランシング、故障警告又は予知、漏れ検出
、天気及び時間に依存した街路照明、ごみ収集、使用解析、その他に関する条件のモニタ
リングに利用できる。位置座標は、有利なことにいくつかのこのような時系列データセッ
トに含まれている。
【０００６】
　いわゆるスマート環境では、時系列データセットは、気象条件（温度、湿度、雲の状態
、降水量）、条件、土壌成分、降水量モニタリング、河川流量又は水位、洪水予知又はモ
ニタリング、積雪レベル、雪崩状態、地滑り状態、地震モニタリング、燃焼ガスモニタリ
ング、花粉レベル、ＣＯ２、メタン、その他の炭化水素、又はその他の揮発性有機化合物
（ＶＯＣｓ）、硫黄又は酸化窒素、煤煙又はその他の粒子、オゾン、又はその他の汚染物
質の空中浮遊あるいは水中浮遊レベル、その他、がある。これらの時系列データセットは
、様々な警告、管理、復旧、軽減、又はその他の機能を提供するための計画、分析、ある
いは評価に使用することができる。位置座標は、有利なことにいくつかのこのような時系
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列データセットに含まれている。
【０００７】
　工業環境では、時系列データセットには操作パラメータ、設備又は機械の状態又は操作
、タンク、ストレージ、パイプライン、又は供給ラインのモニタリング（オイル、ガス、
水、化学原料、他）、漏れ又は流出量検出、緩和、復旧（特に、爆発性、燃焼性、毒性、
あるいは放射性物質）、発電（石炭、天然ガス、原子力、太陽光、風力）、ＣＯ２、メタ
ン、その他の炭化水素、又はその他の揮発性有機化合物（ＶＯＣｓ）、硫黄又は酸化窒素
、煤煙又はその他の粒子、オゾン、又はその他の汚染物質の空中浮遊あるいは水中浮遊レ
ベル、送水管からの漏れ又は屋根／窓の漏れ、腐食検出、その他がある。位置座標は、有
利なことにいくつかのこのような時系列データセットに含まれている。
【０００８】
　小売り又は流通環境では、時系列データセットには、製品立地（倉庫、小売りアウトレ
ット、輸送中、その他）、製品回転又は廃棄、供給プロセスのモニタリング又は制御、在
庫補充、出荷のモニタリング（位置、取り扱い、振動、低温流通維持、コンテナ開口、そ
の他）、特定のトラックトレーラの位置又は内容物、鉄道車両、輸送用コンテナ、資産モ
ニタリング（ＲＦＩＤタグ、バーコード、その他を介して）、フリート管理又は個人管理
、その他がある。位置座標は、有利なことにいくつかのこのような時系列データセットに
含まれている。
【０００９】
　農業又は畜産環境では、時系列データセットには、降雨量及び土壌水分のモニタリング
、天候モニタリング、土壌化学、ｐＨ、又は微気候コントロール、温室の温度及び湿度、
水耕法条件、農作物、穀類、干し草、わら、あるいはアルファルファストレージの温度及
び湿度コントロール、灌漑コントロール又はモニタリング、位置、認識、肥沃度、家畜の
健康、その他がある。位置座標は、有利なことにいくつかのこのような時系列データセッ
トに含まれている。
【００１０】
　健康管理環境では、時系列データセットには、身長、体重、血圧、心拍数、血液化学、
血液酸素化、その他といった患者データ（昔のあるいはほぼリアルタイムで）、転倒検知
、患者観察（病院あるいはその他の施設において、又は在宅で）、病歴又は手術歴、その
他がある。
【発明の概要】
【００１１】
　この方法は、時系列データセットから複数の対応する時間スライスデータセットを生成
するステップを具える。各時間スライスデータセットは、対応する時間スライス時間イン
デックスを有しており、フィールド値データストリングと関連するフィールド値時間イン
デックスデータストリング、あるいは、これらは、対応する時間スライス時間インデック
スより早い時系列データセットにおいて最も遅い、より早い時間スライスデータセット中
の対応するストリングを表すポインタを具える。所定のクエリ時間インデックスより早い
直近のデータ記録に関する時系列データセットのクエリが、時間スライスデータセットを
用いて行われ、時系列データセットへの直接のアクセスまたは問い合わせの必要を低減す
るあるいはなくしている。
【００１２】
　保存、更新、検索、及びフィルタリング時系列データセットに付随する目的及び利点は
、図面に記載され、以下の説明及び特許請求の範囲に開示された例示的実施例を参照する
ことで明らかになる。
【００１３】
　この概要は、以下の詳細な説明にさらに述べる概念の選択を簡単に紹介するものである
。この概要は、特許請求の範囲に記載した主題の重要な特徴あるいは本質的な特徴を認定
することを意図するものでも、特許請求の範囲に記載した主題の範囲を決定する目的で使
用することを意図するものでもない。
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【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】図１は、時系列データセットの例示的構成を示す図である。
【図２】図２は、時系列データセットの別の例示的構成を示す図である。
【図３Ａ】図３Ａは、複数時間スライスデータセットをの二つの例示的構成を示す図であ
る。
【図３Ｂ】図３Ｂは、複数時間スライスデータセットをの二つの例示的構成を示す図であ
る。
【図４】図４は、複数時間スライスデータセットを生成し保存する方法を示す図である。
【図５】図５は、追加の時間スライスデータセットを挿入し、より最近の時間スライスデ
ータセットを更新する方法を示す図である。
【図６】図６は、新しいデータストリングを時系列データセットと、一又はそれ以上の時
間スライスデータセットに挿入する方法を示す図である。
【図７】図７は、複数の時間スライスデータセットを用いた時系列データセットのクエリ
を示す図である。
【００１５】
　図に示す実施例は、概略的なものであり、全ての特徴を完全に詳細に、あるいは正確な
比率で示すものではなく、所定の特徴又は構造は明確化のために他のものに比較して誇張
して示されている。また。図面は縮尺通りとみなすべきではない。図に示す実施例は例示
であり、本開示の範囲又は特許請求の範囲を限定するものと解釈するべきではない。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　時系列データセットの例が図１及び２に記載されている。このような時系列データセッ
トは、複数の規定したデータフィールドの各々についての一又はそれ以上の対応するフィ
ールド値（ＦＶ）データストリングを具えている。このデータフィールドは、１、２、３
、・・・、Ｎ－２、Ｎ－１、Ｎ、Ｎ＋１、Ｎ＋２、・・・、によってインデックスがつけ
られており、対応するフィールド値は、ＦＶ（ｎ、ｉ）（すなわち、ｎ番目のデータフィ
ールドについてのｉ番目のフィールド値）で示される。時系列データセットはまた、複数
のフィールド値時間インデックス（ＦＶＴＩ）データストリングを具えている。各ＦＶス
トリングは、対応するＦＶＴＩデータストリングに関連する。図１に示す例では、各ＦＶ
データストリングが自身に関連するＦＶＴＩデータストリング（同じインデックスでラベ
ル化されている）を有している。図２に示す例では、複数のＦＶデータストリングが単一
のＦＶＴＩデータストリングに関連している。ほぼ常に一緒に現れるデータフィールドを
具えるデータセット（例えば、所定時間における車両の緯度と経度）では、複数のフィー
ルド値で共有されている共通の時間インデックスの不要なストレージを防止できる。
【００１７】
　各ＦＶデータストリングは、適切なフォーマットで、たいていは対応するデータ取得デ
バイスを用いて、発生、測定、記録、取得、あるいは生成した、英数字又は二進数データ
、あるいはその他のデータ又は情報（画像、音声、映像、その他）を表す。ＦＶＴＩデー
タストリングは、適切なフォーマットで、関連するフィールド値が発生、測定、記録、取
得、あるいは生成した時間を表す。所望のフィールドは、関連する時間依存フィールド値
と関連する時間インデックスを持つ時系列データセットに含まれていてもよい。発明の背
景に記載された事項を含めて本開示、又は特許請求の範囲の範囲内には数えきれないほど
の例が存在し、考案されている。いくつかの例には：位置（緯度、経度、おそらく高度又
は海抜も）、速度、及び、様々な操作パラメータ又は車体（例えば、乗用車、トラック、
バス、貨物列車又は客車、飛行機、船）の複数車両又はテレメトリィ；温度、風速、湿度
又は露点、気圧、降水量、大気質測定、複数の気象センサからの位置；身長、体重、血圧
、心拍数、血液化学測定、あるいは複数のヒト患者又は試験対象；温度、電力消費量、デ
ータ送受信帯域、データストレージ、読取／書込み操作、複数のネットワークコンピュー
タ用のハードウエア又はソフトウエア診断データ；と、例のリストは実質的にエンドレス
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である。多くの日常の家庭、ビジネス環境、あるいは、産業品目又は設備が接続されてお
り、インターネットを介して情報を交換するいわゆるインターネット・オブ・シングス（
ＩｏＴ）の出現により、生成した時系列データの具体的な激増が期待され、これらの大容
量のデータは、使用可能に管理されなければならない。
【００１８】
　数々の要因が、大容量の時系列データの管理を難しくしている。通常、フィールド値は
、異なる生成装置（図１及び２では、各データフィールドについての時系列中に相対縦方
向オフセットでグラフで表されている）では、常に均一のインターバルであるいは同時に
生じるものではない。中央コンピュータシステム又はサーバへのデータの送信は、異なる
デバイスについて、通常、均一にあるいは一定間隔で、あるいは同時に生じるものではな
い。データは、常にデータが作られた順で受信されない（すなわち、必ずしも関連する時
間インデックスの順番に対応した順番で受信されたり、保存されたりするわけではない）
。新たに受信されたデータのデータ構造への吸収は、データセットへのアクセスが可能な
間に生じることが好ましく、新しく受信したデータは、非同期的にあるいは順不同で受信
されたとしても、データの編成を維持するように正しく挿入されるべきである。
【００１９】
　使用可能であるためには、時系列データセットは、様々な種類の電子クエリに応答して
アクセス可能でなくてはならない。データセットの純然たる大きさ及びその複雑さが、時
系列データセットに含まれる情報の検索又はフィルタリングを時間及び計算資源集約型に
している。
【００２０】
　大容量の時系列データを体系化し、管理し、更新し、検索し、フィルタリングする新規
な方法が開示されており、特許が請求されている。これらの方法は、いわゆる時間スライ
スデータセットの生成と使用を用いて、時系列データセットの体系化とクエリを容易にし
ている。複数の時間スライスデータセットが時系列データセットから生じ、これを用いて
時系列データセットの順次の操作又はクエリを案内している。上述した通り、時系列デー
タセットは、関連するフィールド値時間インデックス（ＦＶＴＩ）データストリングによ
ってあらわされる時間に取得、測定、生成、あるいは記録した情報を表す一又はそれ以上
の（通常多数の）フィールド値（ＦＶ）データストリング含む。時系列データセットの電
子的兆候（例えば、時系列データセットを表す、構成要素であるＦＶとＦＶＴＩデータス
トリングの）は、適切なフォーマット又は構成で、一又はそれ以上の有形かつ非一時的で
あるコンピュータで読み取り可能な、コンピュータシステムの媒体に保存することができ
る。時系列データセットの適切な構成には、単純な英数字のテキストファイル、バイナリ
ファイル、テーブル、スプレッドシート、関係型又は非関係型データベース、専用のある
いは特設した二進又は英数字ストレージフォーマット、その他のうちの一又はそれ以上が
含まれる。ここに開示され、特許を請求する方法は、これらの適切なフォーマット又は構
成で、あるいは将来開発されるフォーマット又は構成で保存したデータベースを用いて実
装できる。
【００２１】
　（ｉ）データセット中の情報、（ｉｉ）この情報を表す対応するデータストリング、及
び（ｉｉｉ）これらのデータストリングの対応する電子的兆候についての言及は、本開示
及び特許請求の範囲では、交換可能であることに留意されたい。通常は、これらの異なる
用語が記載されているとしても、所定のコンテキストからそれが意味するものは明らかで
あり、本開示におけるこれらの一つに対する言及は、明確に記載されていなくてもその所
定のコンテキストに適切であるものを意味にしていると解釈するべきである。例えば、時
間インデックスデータストリングの「更新」又は「リプレース」は、その時間インデック
スデータストリングの保存されている電子的兆候を更新する又はリプレースすることを意
味すると解される。同様に、（ｉ）事象が生じた時間、（ｉｉ）その時間を表す対応する
時間インデックス、（ｉｉｉ）その時間インデックスを表す対応する時間インデックスデ
ータストリング、及び（ｉｖ）その時間インデックスデータストリングの対応する電子的
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兆候への言及は、本開示及び特許請求の範囲では、交換可能であることに留意されたい。
本開示におけるこれらの一つに対する言及は、明確に記載されていなくてもその所定のコ
ンテキストに適切であるものを意味にしていると解釈するべきである。例えば、第２の時
間インデックスデータストリングより「遅い」と認識されている第１の時間インデックス
データストリングは、第１の時間インデックスデータストリングによって表される対応す
る第１の時間インデックスによって表される第１の時間が、第２の時間インデックスデー
タストリングによって表される対応する第２の時間インデックスによって表される第２の
時間より遅いことを意味していると理解すべきである。
【００２２】
　多重時間スライスデータセットの一例が、図３Ａ及び３Ｂに記載されている。図３Ａ及
び３Ｂに示すように、時系列データセットのデータフィールドが、一又はそれ以上の指定
データフィールドサブセット、例えば、１、２、３、・・・、Ｍ－２、Ｍ－１、Ｍ、Ｍ＋
１、Ｍ＋２、・・・に割り当てられている。特定のデータフィールドの対応するサブセッ
トへの適切あるいは所望の割り当てを使用することができ、これらの割り当ての特定のス
キームは、通常、基本的な時系列データセットの性質と、そのデータセットの検索又はフ
ィルタリングに望ましいクエリのタイプによって影響を受ける。トラック運送会社用のフ
リート時系列データセットの例では、データフィールドは、地理的位置、積み荷内容物、
積み荷所有者、あるいは送り元又は送り先に応じたサブセットにグループ分けすることが
できる。いくつかの場合、所定のデータフィールドを指定のサブセットから外すことがで
き、いくつかの例では、一又はそれ以上のデータフィールドを複数のサブセットに割り当
てている（すなわち、データフィールドサブセットは必ずしもばらばらでなくともよい）
。また、このような変形は、通常、データセットのタイプと、必要なあるいは所望のクエ
リのタイプによって動かされる。
【００２３】
　コンピュータシステムにおける時系列データセットの電子的兆候を受信した後、コンピ
ュータシステムの一又はそれ以上のプロセッサを用いて、受信した兆候から複数の完全な
時間スライスデータセットの電子的兆候を自動的に生成する（図４）。時系列データセッ
ト全体の電子的兆候をすべて一度で受信することができる（すなわち、その時点の完全な
時系列データセットがコンピュータシステムで受信される）か、あるいは、通常は、電子
的兆候は、新しいＦＶ及びＦＶＴＩデータストリングの受信時に段階的に受信される（初
めから、あるいはより早期のその時点の完全な時系列データセットを受信後にのみ段階的
に）。複数の時間スライスデータセットの各々は、指定された時間スライス時間インデッ
クス（ＴＳＴＩ）に対応しており、これは、その複数の時間スライスデータセットの少な
くとももう一つの対応するＴＳＴＩと異なる。時間スライスデータセットは、図３Ａ及び
３Ｂに示すように、ＴＳＴＩ（１）、ＴＳＴＩ（２）、・・・ＴＳＴＩ（ｍ－２）、ＴＳ
ＴＩ（ｍ－１）、ＴＳＴＩ（ｍ）、ＴＳＴＩ（ｍ＋１）、ＴＳＴＩ（ｍ＋２）、・・・に
よって、インデックスがつけられている。各時間スライスデータセットは、データフィー
ルドの指定されたサブセットに対応する時間スライスデータサブセットに分割され、イン
デックス（Ｍ、ｍ）でラベル化される。すなわち、データフィールドのｍ番目のサブセッ
トについてのＦＶとＦＶＴＩデータストリングを含む又は表すＴＳＴＩ（Ｍ）を有する時
間スライスの時間スライスデータサブセットに分割される。ＴＳＴＩを「有する」と記載
された時間スライスデータセット又はデータサブセットは、そのデータセット又はデータ
サブセットがＴＳＴＩに対応することを意味するが、必ずしも文字通りにＴＳＴＩを表す
データストリング又はインデックスを含んでいる必要はないことに留意されたい。一旦発
生すると、複数の時間スライスデータセットの電子的兆候は、コンピュータシステムの一
又はそれ以上の有形かつ非一時的なコンピュータで読み取り可能な媒体に、コンピュータ
で検索可能なフォーマットで自動的に保存される。この媒体は、コンピュータシステムの
一又はそれ以上の電子プロセッサに操作可能に接続されている。本明細書に開示されてい
る方法の位置の利点は、異なる時間スライスデータセットを異なるコンピュータで読み取
り可能な媒体に保存できることである。いくつかのケースでは、この媒体は、一のコンピ
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ュータシステムの様々なコンピュータ又はプロセッサに接続されている。この能力は、非
常に大きな時系列データセットに使用する際に特に有利である。
【００２４】
　各時間スライスデータサブセットは、複数データフィールドの対応する指定されたサブ
セットの各データフィールドについてのＦＶ及びＦＶＴＩデータストリングを含む又は表
している。このサブセットの各データフィールドについて、時間スライスデータサブセッ
トには、時系列データセットからの対応する単一ＦＶデータストリングか、あるいは、よ
り早い対応する時間スライスデータサブセット（すなわち、より早いＴＳＴＩを有する時
間スライスデータセットからの時間スライスサブデータセット）における対応するＦＶデ
ータストリングを表すポインタを具えている。同様に、そのサブセットの各データフィー
ルドについては、時間スライスデータサブセットが、その含まれているあるいは表してい
るＦＶデータストリングに関連する時系列データセットからのＦＶＴＩデータストリング
か、あるいはより早い対応する時間スライスデータサブセットにおける関連するＦＶＴＩ
を表すポインタのいずれかを具えている。
【００２５】
　より早いＦＶ又はＦＶＴＩデータストリング（すなわち、より早いＴＳＴＩを有する時
間スライスデータサブセット中のＦＶ又はＦＶＴＩデータストリング）は、ポインタを用
いて表され、単一のポインタは、より早いデータストリングを直接表しており（図３Ａに
示す）、あるいはより早いデータストリングは、一連の複数ポインタで表すこともできる
（図３Ｂに示されており、各ポインタがデータストリングか、あるいは次に早い時間スラ
イスデータサブセットのみにある別のポインタを表し；一連のポインタの他のポインタは
、一又はそれ以上の途中の時間スライスデータサブセットを「スキップ」する一又はそれ
以上のポインタを具える）。用語「ポインタで表される」とは、一のダイレクトポインタ
又は一連の複数ポインタの適切な構成に及ぶ。これらの様々なポインタ構成は、複数の時
間スライスデータセットのセット内にある所望の組み合わせに生じうる。
【００２６】
　更に、図３Ａ及び３Ｂの例は、各時間スライスサブセットへ／からの単一ポインタのみ
を示す。すなわち、各時間スライスデータセットが、より早い時間スライスデータセット
全体を表す単一ポインタを具えるか、あるいは、データストリングのみを具えポインタが
ないかである。これはいくつかの場合には有益な構成であるが、単一時間スライスデータ
サブセットがデータストリングとポインタの両方を具えている、その他の有益な構成を用
いることができる。複数のポインタがある場合、同じより早い時間スライスデータセット
中のデータストリングをすべて表示する必要がない。単一ポインタは、適切なあるいは所
望の方法でグループ化された一又はそれ以上のより早いデータストリングのセットを表す
のに使用することができる。所定のデータフィールドには、所定の時間スライスデータサ
ブセットが対応するＦＶおよびＦＶＴＩデータストリングの両方と、より早い時間スライ
スデータサブセットの両方を表すポインタ（同じものである必要はない）、あるいは一方
のためのデータストリングと、他方のためのポインタを具えるものに当てはまるであろう
。このような構成の数多い組み合わせが用いられているものは、データフィールド中に存
在する基本的関係あるいは、予期されるクエリの検索又はフィルタのタイプに基づいて選
択することができる。
【００２７】
　所定の時間スライスデータサブセットが、所定のデータフィールドについて、一又はそ
れ以上のデータストリングと、一又はそれ以上のポインタ、あるいは対応するＦＶデータ
ストリングに関連するＦＶＴＩデータストリングの各々についての一又はそれ以上を具え
ていようがいまいが、各時間スライスデータサブセットに含まれる、あるいはそのポイン
タで表される各ＦＶＴＩデータストリングは、関連するＦＶデータストリングについての
各時系列データセット中の最も遅いＦＶＴＩを表しており、これは、その時間スライスデ
ータサブセットのＴＳＴＩより早い。換言すると、各時間スライスデータサブセット（し
たがって、その一部である時間スライスデータセット全部）は、その時間スライスデータ



(18) JP 6989137 B2 2022.1.5

10

20

30

40

50

セットの時間インデックスより早い時系列データセットに存在する最も遅いフィールド値
を具える又は表している。これは、開示した方法の有用性の多くを提供する時間スライス
データセットの特性である。
【００２８】
　時間スライスデータセット中の適当な数のあるいは適当に配分したＴＳＴＩｓを使用す
ることができる。ＴＳＴＩｓは規則的にスペースを空けるあるいは不規則にスペースを空
ける（時間内に）ことができ、これは、基本的時系列データセットの特定の性質、時系列
データセットへの新たなデータの組み入れ、あるいは、予期されるデータセットのクエリ
のタイプに依存する。時系列データセット中のデータストリングの時間密度に対するＴＳ
ＴＩｓの時間密度（すなわち、通常、その時間スライスデータセット中の連続するＴＳＴ
Ｉｓ間に、いくつのデータストリングが現れるか）は、適切な値に到達する。より広いス
ペースのＴＳＴＩｓを持つより少ない時間スライスデータセットは、より多くの中間デー
タストリングを有することになる。この結果、時間スライスデータセットがより少ないス
トレージスペースを占めるが、時系列データセットのクエリで時間スライスデータセット
を使用することによって増加する速度アドバンテージが低減することになる（以下にさら
に説明する）。反対に、より狭いスペースのＴＳＴＩｓを有するより数の多い時間スライ
スデータセットは、より少ない中間データストリングを有することになり、この結果、よ
り大きなストレージスペースを時間スライスデータセットが占めることになるが、時系列
データセットのクエリで時間スライスデータセットを用いることによって増加する速度ア
ドバンテージが増える。常にではないが、通常は、すべての複数時間スライスデータセッ
トに必要な総ストレージは、時系列データセットに必要な総ストレージスペースより少な
い。
【００２９】
　時系列データベースの多くのクエリには、一基準として「時間Ｘ時点で」を具えており
、これはすなわち、サーチ又はフィルタコマンドにあるその他の基準又は制限が何であれ
、ある時間Ｘに存在するデータフィールド値について結果が求められる。時間範囲を超え
たクエリは、一又はそれ以上のです「時間Ｘ時点で」のタイプのクエリを包含するであろ
う。時系列データセットを提供する主な目的は、単に、そのタイプの検索又はフィルタリ
ングを可能にすることである。時間Ｘより早い最も遅いフィールド値を決定する全時系列
データセットの検索又はフィルタリングは不十分であり、時間がかかる。ここに開示した
方法に時間スライスデータセットを用いて時系列データセットの必要な検索又はフィルタ
リングを時間スライスの連続するＴＳＴＩｓ間のある範囲の時間のみ制限する。通常は、
これらのデータ値のみが問い合わせを必要とする（すなわち、一又はそれ以上の検索又は
フィルタの基準で一致するか否かを評価する）。これは、（ｉ）時間Ｘより早く、（ｉｉ
）Ｘより早くＴＳＴＩより遅い（すなわち、「次に早い」ＴＳＴＩ）である、ＦＶＴＩｓ
に関連している。しばしば、より遅い時間スライスデータセットのコンテンツは、時系列
データセットの制限された問い合わせの必要を制限するあるいはなくす。時系列データセ
ットに直接アクセスし問い合わせを行う（これは非常に大きい）必要を低減し、代わりに
一の又は二、三の時間スライスデータセットにアクセスするあるいは問い合わせを行うこ
と（これは、実質的により小さい）で、実質的に速度を速めることができる。
【００３０】
　時系列データセットからのデータストリングは、時間スライスデータサブセットに「含
まれる」と記載されている場合、そのデータストリングで表される情報は同じであり；こ
れらのストリングは、特定のデータストリングが表すもの又は電子的兆候と異なる場合が
あることに留意されたい。例えば、距離は、時系列データセットではマイルで表されるが
、対応する時間スライスデータサブセットではキロメートルで表され、時系列データセッ
トでは英数字のストリングで表されるが、時系列データセットでは二進数ストリングで表
され、あるいは、時系列データセットでは倍率が付いた整数で表されるが、時間スライス
データサブセットでは実数で表される。このような差異にもかかわらず、時系列データセ
ットからの距離のフィールド値は、時間スライスデータサブセットに「含まれる」と考え
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られる。
【００３１】
　ＴＳＴＩとして同じであるＦＶＴＩの一致した処理に関する取り決めは、開示した方法
を使用する場合に生じるであろう不明瞭さを低減するあるいはなくすことができる。これ
らのＦＶＴＩｓは、同じＴＳＴＩより早いあるいは遅いものとして取り扱うことができ、
これらのＴＳＴＩの一致した処理は、開示されている方法の不満足な結果を引き起こすこ
とがある起こりうる不明瞭さを除去する。いくつかの例では、特定のＴＳＴＩで表される
時間と同じ時間を表示するＦＶＴＩは、特定のＴＳＴＩより早いものとして処理されるＦ
ＶＴＩｓ中に含まれる。その他の例では、特定のＴＳＴＩで表される時間と同じ時間を表
示するＦＶＴＩは、特定のＴＳＴＩより遅いとして処理されるＦＶＴＩｓ中に含まれる。
典型的なクエリが期待されると仮定すると、前の取り決めはより自然なチョイスであるが
、どちらの取り決めも満足のゆく結果をもって実行することができる。
【００３２】
　時間スライスデータセット中に最も早い時間スライスデータセット、すなわち、いわゆ
る「開始時点の」時間スライスデータセットを含むことは有利である。この最も早い時間
スライスデータセットは、時間スライスデータセット中のその他のすべてのＴＳＴＩより
早く、時間スライスデータセットのすべてのＦＶＴＩより早い。最も早い時間スライスデ
ータセットのすべての時間スライスデータサブセットは、一又はそれ以上のストリングを
含み、ポインタはない。最も早い時間スライスデータセットは、プログラミングにおいて
エラーや不一致を防止するのに必要であれば、ポインタで表すより早いデータストリング
を持つすべてのより遅いデータセットを提供することで、時間スライスデータセットを生
成する、クエリする、あるいは操作する時に、有益でありうる。
【００３３】
　同様に、時間スライスデータセット中に最も遅い時間スライスデータセット、すなわち
、いわゆる「終了時点の」または「現時点の」時間スライスデータセットを含むことは有
利である。最も遅いデータセットは、時間スライスデータセット中の他のすべてのＴＳＴ
Ｉより遅く、時系列データセットのすべてのＦＶＴＩより遅いＴＳＴＩに対応する。最も
遅いＴＳＴＩは、しばしば現時点に対応する。最も遅い時間スライスデータセットのすべ
ての時間スライスデータサブセットは、一又はそれ以上のポインタを具え、データストリ
ングは具えていない。最も遅い時間スライスデータセットは、ある場合により早い時間ス
ライスデータセットのコンテンツを提供し、これによって、これらの場合においてより早
い時間スライスデータセット又は時系列データセットとクエリするのに必要な表示を取り
除くことによって、時間スライスデータセットを生成する、クエリする又はその他の操作
を行うときに、有利である。
【００３４】
　コンピュータに実装した方法は、複数時間スライスデータセットを生成する時系列デー
タセットの検索又はフィルタリングに使用することができる（図７に示す例）。電子クエ
リは、リスト、作表、グラフ、ディスプレイ、又はＦＶデータストリング、あるいは、Ｆ
Ｖデータストリングまたは、クエリ化した複数データフィールドのクエリ化したサブセッ
トの列挙用にコンピュータで受信され、あるいは、そのクエリにおいて特定された複数デ
ータフィールドのクエリ化サブセットの、コンピュータシステムで受信される。この複数
のデータフィールドは、クエリ時間インデックス（ＱＴＩ：すなわち、上記の「時間Ｘ」
）より早く最も遅い関連するＦＶＴＩデータを有する。一例では、ある地理的領域にわた
る複数のドローンを操作する時系列データセットが、緯度、経度、高度、飛行／着地ステ
ータス、給電／放電状況、バッテリィのチャージ率、を具え、これらは、約５分ごとに記
録され、時系列データセット内に含めることができるようになるとすぐに報告される。し
かしながら、不規則なあるいは中断された記録又は報告によって、時系列データセットに
有意なギャップが生じうる。時間スライスデータセットは、毎時に生じたＴＳＴＩｓによ
って発生し；時間スライスサブセットは、特定の複数ドローン群によって、あるいは単一
のドローン群によって、多数の中で規定される。この時系列データセットのクエリは、２
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０１６年２月９日、ＡＭ１０：３０に、３０％以下の給電で、北緯３５°乃至４０°、西
経１００°乃至１０５°で飛行中のすべてのドローンを認識するためのものである。この
例のクエリ化したデータフィールドは、各ドローンについての緯度、経度、給電パーセン
ト、飛行／着地状態であり；ＱＴＩは２０１６年２月９日、ＡＭ１０：３０である。
【００３５】
　クエリの受信後、クエリを行ったサブセットの各フィールドについて、ＱＴＩより早い
対応する最も遅いＦＶＴＩデータストリングが自動的に認識される。この例では、２０１
６年２月９日、ＡＭ１０：３０より早い時系列データセットに生じる最も遅い対応するＦ
ＶＴＩが、各ドローンの緯度、経度、給電パーセンテント、及び飛行／着地状態のステー
タスデータフィールドの各々について決定される。このようにして認識されたＦＶＴＩｓ
の各々に関連するＦＶデータストリングは、次いで自動的に問い合わせが行われ、これら
のデータストリングがサーチ又はフィルタ基準に合致するかどうかを決定する。この例で
は、問い合わせを行った、３０％より少ない給電、北緯３５°乃至４５°、西経１００°
乃至１０５°の飛行を表すフィールドがクエリに含まれる基準を満たしている。最後に、
このサーチ又はフィルタ基準を満たしているこれらの問い合わせを行ったＦＶデータスト
リング又は関連するＦＶＴＩデータストリングが、リスト化され、一覧にされ、グラフ化
され、表示され（例えば、マップ上に）、あるいは列挙される。この例では、フィルタ基
準に合致するドローンの位置がマップにプロットされる。
【００３６】
　クエリを行った各データフィールドについて、ＱＴＩより早い時系列データセット中の
最も遅いＦＶＴＩデータストリングは、時系列データセット自体の電子的兆候を自動的に
電子的にクエリすることによって、完了する。しかしながら、この直接的なクエリは、時
間スライスデータセットを用いることによって範囲（及び時間とコンピュータ計算リソー
ス）が制限される。まず、ＱＴＩより早い時間スライスデータセット中で最も遅いＴＳＴ
Ｉが決定される。すなわち、次に早いＴＳＴＩが認識される。この例では、クエリを行っ
た各フィールドについて、２０１６年２月９日、ＡＭ１０より遅く、２０１６日２月９日
、ＡＭ１０：３０より早いＦＶＴＩが認識されなければ、２０１６年２月９日、ＡＭ１０
のＴＳＴＩをもつ時間スライスデータセット中に含まれる、あるいはこの時間スライスデ
ータセットのポインタによって表されるＦＶ及びＦＶＴＩデータストリングが、２０１６
年２月９日、ＡＭ１０：３０より早い（すなわち、このＱＴＩより早い）これらのフィー
ルドについて、最も遅い入手可能な値であると、問い合わせが行われる。
【００３７】
　時系列データセットへのダイレクトアクセス及び問い合わせは、ＱＴＩより遅い対応す
るＴＳＴＩｓを有する一又はそれ以上の時間スライスデータセットを用いることでさらに
制限できる。ＱＴＩより遅い時間スライスデータセット中の最も早いＴＳＴＩは、自動的
に決まる。すなわち、次に遅いＴＳＴＩが認識される。クエリを行った各データフィール
ドについて、次に遅いＴＳＴＩを持つ対応する時間スライスデータセットが、対応するＦ
ＶＴＩのポインタを含む場合は、次に早いＴＳＴＩより遅いそのフィールドについての時
系列データセット中には確実にＦＶＴＩがなく、時系列データセットはもはやクエリを行
う必要がない。代わりに、次に遅いＴＳＴＩを持つポインタで表される対応するＦＶＴＩ
データストリングが、このフィールドについての最も遅いＦＶＴＩデータストリングとし
て認識され、対応するＦＶ及びＦＶＴＩデータストリングに問い合わせが行われる。この
例では、ドローンの位置に関して２０１６年２月９日、ＡＭ１１時間スライス（次に最も
遅いＴＳＴＩ）にポインタが見つかれば、そのポインタ（あるより早い時間スライスデー
タサブセット中の）で表されるフィールド値を、時系列データセット自体にアクセスする
あるいは問い合わせを行うことなく、２０１６年２月９日、ＡＭ１０：３０（ＱＴＩ）時
点での直近の値として問い合わせを行うことができる。
【００３８】
　時系列データセットへのダイレクトアクセス及び問い合わせは、より遅い時間スライス
データセットが、ＱＴＩより早いＦＶＴＩを含む、あるいはポインタを表示していれば、
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所定のクエリを行ったデータフィールドについてより制限することができる。このような
ＦＶＴＩ（ＱＴＩより遅い時間スライスでＱＴＩより早い）が存在するフィールドについ
ては、そのＱＴＩより早くＱＴＩより遅いＦＶＴＩはなく、時系列データセットは、もは
やクエリを行う必要がない。代わりに、次に遅いＴＳＴＩを有するポインタで表される対
応するＦＶＴＩデータストリングが、そのフィールドについての最も遅いＦＶＴＩデータ
ストリングとして認識され、対応するＦＶ及びＦＶＴＩデータストリングに問い合わせを
行う。この例では、２０１６年２月９日、ＡＭ１０：１５（ＱＴＩの前）に報告されたド
ローンの位置について、２０１６年２月９日、ＡＭ１１（次に遅いＴＳＴＩ）にポインタ
があれば、そのポインタで表されるフィールド値を、時系列データセット自体にアクセス
するあるいは問い合わせを行うことなく、２０１６年２月９日、ＡＭ１０：３０時点での
直近の値として問い合わせが行われる。より遅い時間スライスデータセットに見られるＱ
ＴＩより早いＦＶＴＩがこの結果を生み出すことができるが、通常は、次に遅い時間スラ
イスデータセットが用いられる。
【００３９】
　同時を表すＦＶＴＩｓとＴＳＴＩｓについて上述した通り、ＴＳＴＩｓ又はＦＶＴＩｓ
と同じであるＱＴＩｓについての一致した処理についての取り決めが、開示されている方
法を用いたときに生じるであろう不明瞭さを低減あるいはなくすことができる。これらの
ＱＴＩｓは、同じＴＳＴＩ又はＦＶＩＴより早いあるいは遅いとして処理することができ
；このようなＱＴＩｓの一致した処理が、開示した方法の不満足な結果を引き起こすであ
ろう潜在的な不明瞭さを取り除く。最初のセットの例では、ＱＴＩによって表される時間
と同じ時間を表すＦＶＴＩはどれも、ＱＴＩより早いとして処理されたＦＶＴＩｓ中に含
まれ、ＱＴＩによって表される時間と同じ時間を表すＴＳＴＩはどれも、ＱＴＩより早い
として処理されたＴＳＴＩｓ中に含まれる。第２セットの例では、ＱＴＩによって表され
る時間と同じ時間を表すＦＶＴＩはどれも、ＱＴＩより遅いとして処理されるＦＶＴＩｓ
中に含まれ、ＱＴＩによって表される時間と同じ時間を表すＴＳＴＩはどれも、ＱＴＩよ
り遅いとして処理されたＴＳＴＩｓ中に含まれる。第３セットの例では、ＱＴＩによって
表される時間と同じ時間を表すＦＶＴＩはどれも、ＱＴＩより早いとして処理されるＦＶ
ＴＩｓ中に含まれ、ＱＴＩによって表される時間と同じ時間を表すＴＳＴＩはどれも、Ｔ
ＳＴＩより遅いＱＴＩｓ中に含まれる。第４の例では、ＱＴＩによって表される時間と同
じ時間を表すＦＶＴＩはどれもＱＴＩより遅いＦＶＴＩｓ中に含まれ、ＱＴＩによって表
される時間と同じ時間を表すＴＳＴＩはどれも、ＴＳＴＩより早いＴＳＴＩｓ中に含まれ
る。典型的なクエリが期待されるのであれば、第１の取り決めはより自然な選択であるが
、４つの取り決めのうちのいずれか一つは満足のゆく出力を伴って実装できる。
【００４０】
　所定の状況では、一又はそれ以上の追加時間スライスデータセットを生成することが望
ましい（図５に例を示す）。通常のシナリオは、時間が経過し、新たな時系列データがで
きる時の、新しいより遅い時間スライスデータセットの生成であり、他のすべてより遅い
各新しい対応するＴＳＴＩを伴う（使用するのであれば、上述の「ｅｎｄ－ｏｆ－ｔｉｍ
ｅ」スライスを除く）。ドローンの例では、存在する時間スライスデータセットより遅い
時間に毎時新しい時間スライスデータセットが生成される。より一般的には、新しい時間
スライスは、その時間スライスデータセット中に現存する二つの別のＴＳＴＩｓ間に、対
応する新しいＴＳＴＩが挿入される。ドローンの例では、毎時のＴＳＴＩｓは、十分に頻
繁ではなく、半時間毎がより適切であるとともに、新しい時間スライスデータセットを生
成すべきであることが決定される。
【００４１】
　新しいＴＳＴＩと上述したクエリを生成する方法の間には、いくつか共通点がある。新
しい時間スライスデータセットを生成するには、対応する新しいＴＳＴＩが指定されなく
てはならない。新しい時間スライスデータセットを生成するための一連のアクションは、
クエリについて上述したアクションに非常に似ており、新しいＴＳＴＩはＱＴＩの代わり
をする。時間スライスデータセットに含まれる各フィールドについて、新しいＴＳＴＩよ
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り早い時系列データベースの最も遅い関連するＦＶＴＩが認識されなくてはならず、対応
するＦＶ及びＦＶＴＩデータストリングは、新しい時間スライスデータセットの時間スラ
イスサブセットに含まれるか、あるいは、このサブセットのポインタによって表される。
存在するＴＳＴＩｓと特に、次に早く次に遅い（新しいＴＳＴＩに対して）時間スライス
データセットを用いて、時系列データセット自体へのアクセスを低減あるいはなくすこと
ができ、新しい時間スライスデータセットを追加できる。上述したクエリとは違って、新
しい時間スライスデータセットは、より早い時間スライスデータセットに一又はそれ以上
（又は多くの）ポインタを含むことができる。また、上述したクエリと違って、時間スラ
イスデータセットに含まれるすべてのフィールドが認識されなくてはならず、これらのフ
ィールドのうちのクエリを行ったサブセットのみではない。まとめると、新しい時間スラ
イスデータセットの生成は、新しいＴＳＴＩにおけるすべてのデータフィールドのクエリ
を実行することに似ており、新しい時間スライスデータセットのすべての認識したＦＶ及
びＦＶＴＩストリングを含む、あるいはこれを指している。
【００４２】
　新しいＴＳＴＩの指定後に、この時間スライスデータセットの各フィールドについて、
対応する最も遅いＦＶＴＩデータストリングが自動的に認識され、これは、新しく指定さ
れたＴＳＴＩより早い。ドローンの例では、新しく指定されたＴＳＴＩを２０１６年１月
３日、ＰＭ２：３０とする。次いで、２０１６年１月３日、ＰＭ２：３０より早い時系列
データセットに生じている最も遅い対応するＦＶＴＩが、各ドローンの緯度、経度、給電
パーセンテージ、飛行／着地状態のデータフィールドの各々について決定される。このよ
うに認識されたＦＶＴＩｓの各々に関連するＦＶデータストリングは、ついで、新しく指
定されたＴＳＴＩを伴う新しい時間スライスデータセット（及び対応するデータサブセッ
ト）に自動的に含まれる、あるいはこのポインタによって表示される。
【００４３】
　各データフィールドについて、新しく指定されたＴＳＴＩより早い時系列データセット
中の最も遅いＦＶＴＩデータストリングの認識時系列データセット自体の電子的兆候を自
動的に電子的にクエリすることによって行われる。しかしながら、ダイレクトクエリは、
現存する時間スライスデータセットを用いることで、範囲（及び時間とコンピュータリソ
ース）が制限される。まず、時間スライスデータセット中の最も遅いＴＳＴＩが決定され
る。これは、新しく指定されたＴＳＴＩより早い、すなわち、次に早いＴＳＴＩが認識さ
れる。ドローンの例では、新しい指定されたＴＳＴＩは２０１６年１月３日、ＰＭ２：３
０であり、次に早いＴＳＴＩは、２０１６年１月３日、ＰＭ２である。このデータフィー
ルドの各々について、時系列データセットは、次に早いＴＳＴＩより遅く、新しいＴＳＴ
Ｉより早い、関連するＦＶＴＩがないことを決定するためのクエリを行うことが必要なだ
けである。この条件に合致する各クエリを行ったフィールドについて、時系列データセッ
ト中の最も遅いＦＶＴＩ（新しく指定したＴＳＴＩより早い）は、対応する次に早い時間
スライスデータサブセットに含まれる、あるいはそのポインタで指定されるＦＶＴＩであ
り、対応するＦＶ及びＦＶＴＩデータストリングは、新しい時間スライスデータセットに
含まれるか、あるいはそのポインタによって表示される。ドローンの例では、各フィール
ドについて、２０１６年１月３日、ＰＭ２より遅く、２０１６年１月３日、ＰＭ２：３０
より早いＦＶＴＩが認識されなければ、２０１６年１月３日ＰＭ２のＴＳＴＩを持つ時間
スライスデータセットに含まれる、あるいはこのポインタによって表示されるＦＶ及びＦ
ＶＴＩデータストリングが、２０１６年１月３日、ＰＭ２：３０の新しいＴＳＴＩを持つ
新しい時間スライスデータセットにも含まれる、あるいはこのポインタによっても表示さ
れる。
【００４４】
　時系列データセットへのダイレクトアクセス又はその問い合わせは、新しく指定された
ＴＳＴＩより遅い対応するＴＳＴＩｓをもつ一又はそれ以上の時間スライスデータセット
を用いることにより、さらに制限することができる。時間スライスデータセット中の最も
早いＴＳＴＩは自動的に決まり、これは、新しく指定されたＴＳＴＩより遅い、すなわち
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、次に遅いＴＳＴＩが認識される。各データフィールドについて次に遅いＴＳＴＩを持つ
対応する時間スライスデータサブセットが、対応するＦＶＴＩ用のポインタを含む場合、
次に早いＴＳＴＩより遅いそのフィールドについての時系列データセット中に明らかにＦ
ＶＴＩがなく、時系列データセットはもはやクエリを行う必要がない。代わりに、次に遅
いＴＳＴＩを持つポインタによって表示される対応するＦＶＴＩデータストリングが、そ
のフィールドについての最も遅いＦＶＴＩデータストリングとして認識され、対応するＦ
Ｖ及びＦＶＴＩデータストリングは、新しく指定されたＴＳＴＩを持つ新しい時間スライ
スデータサブセットに含まれるか、あるいはそのポインタによって表示される。ドローン
の例では、ドローンの位置についての２０１６年１月３日、ＰＭ３に（次の最も遅いＴＳ
ＴＩ）ポインタがあれば、そのポインタによって表示されるフィールド値（より早い時間
スライスデータサブセット中の）は、２０１６年１月３日、ＰＭ２：３０の時点での直近
のフィールド値として時系列データセット自体にアクセスする、あるいは問い合わせを行
うことなく、新しい時間スライスデータサブセットに含まれるか、あるいはそのポインタ
によって表示できる。
【００４５】
　時系列データセットへのダイレクトアクセス又はその問い合わせは、所定のクエリを行
ったデータフィールドについて、より遅い時間スライスデータセットが、新しく指定され
たＴＳＴＩより早いＦＶＴＩに含まれるか、あるいはそのポインタで表示されていれば、
さらに制限することができる。このようなＦＶＴＩが存在するいずれかのフィールドにつ
いて（新しく指定されたＴＳＴＩより遅い時間スライス中の新しく指定されたＴＳＴＩよ
り早い）、新しく指定されたＴＳＴＩより早いＦＶＴＩより遅いＦＶＴＩはなく、時系列
データセットはもはやクエリを行う必要がない。代わりに、次に遅いＴＳＴＩを持つポイ
ンタによって表示された対応するＦＶＴＩデータストリングが、そのフィールドについて
の最も遅いＦＶＴＩデータストリングとして認識され、対応するＦＶ及びＦＶＴＩデータ
ストリングは、新しい時間スライスデータサブセットに含まれるか、あるいはそのポイン
タによって表示される。この例では、２０１６年１月３日、ＰＭ２：１５（新しく指定さ
れたＴＳＴＩより前）に報告されたドローンの位置について、２０１６年１月３日、ＰＭ
３の時間スライス（次に遅いＴＳＴＩ）にポインタがあれば、そのポインタで表示される
フィールド値は、２０１６年１月３日、ＰＭ２：３０（新しく指定されたＴＳＴＩ）の時
点の直近の値として、時系列データセットにアクセスするか、あるいは問い合わせを行う
ことなく、新しい時間スライスデータサブセットに含まれるか、あるいはそのポインタに
よって表示される。いずれかのより遅い時間スライスデータセットに見られる新しく指定
されたＴＳＴＩより早いＦＶＴＩが、この結果を生じさせることができるが、通常は、次
に遅い時間スライスデータセットが用いられる。
【００４６】
　いくつかの例では、ＦＶ又はＦＶＴＩデータストリングが、新しい時間スライスデータ
セットの所定の時間スライスデータサブセットに含まれる場合、そのデータサブセットの
すべてのフィールドが、ＦＶ及びＦＶＴＩデータストリングとともに追加される。このよ
うな例では、単一のポインタが、一の時間スライスデータサブセットに含まれており、よ
り早い対応する時間スライスデータサブセット全体を表示する。その他の例では、所定の
時間スライスデータサブセットがデータストリングとポインタを混合して具えていてもよ
い。これらの構成の選択は、しばしば、時系列データセットの様々なデータフィールドの
性質あるいはこれらの接続または相関関係によって提示される。
【００４７】
　新しい時間スライスデータセットが生成された後、一又はそれ以上のより遅い時間スラ
イスデータセットの一又はそれ以上のポインタを更新する必要がある、あるいは更新する
ことが好ましい。上述したいくつかのシーケンスについては、これらのデータセットがこ
こに開示されたクエリ方法と時間スライス挿入方法で使用されている場合は、より遅い時
間スライスデータセット中の正しく更新されたポインタが必要である。所定の場合、より
遅い時間スライスデータセットが更新されないことが好ましい（以下を参照）。
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【００４８】
　一又はそれ以上の以前に存在するより遅い時間スライスデータセットが、新しい時間ス
ライスデータセットが生じた後に更新されると仮定すると、所定のデータフィールド用の
ポインタのみを更新する必要がある。一般的に、新しい時間スライスデータセットより早
い時間スライスデータセットを表示するより遅い時間スライスデータセットのポインタは
いずれも、新しい時間スライスの対応するデータストリングあるいはポインタを表示する
新しいポインタで置き換えることができる。特に、このようなポインタは、通常、最初の
より早いＴＳＴＩより遅い新しいＴＳＴＩの前の最も遅いＦＶＴＩが見つかる少なくとも
一のフィールドを含むより遅い時間スライスデータサブセット中で置き換えられる。ポイ
ンタをより早いデータストリングへ、あるいは新しいポインタを有するポインタをより遅
いデータストリング又はポインタへの「置き換え」は、単一のポインタ又はシーケンスの
最初のポインタを、単一のダイレクト新ポインタで置き換えることによって、あるいはシ
ーケンスのポインタの一又はそれ以上又はすべてを置き換えることによって、行うことが
できる。
【００４９】
　何らかの理由で時間スライスデータセットが除去される場合、より遅い時間スライスデ
ータセットのいずれかがいずれかのデータストリングへのポインタあるいは削除した時間
スライスデータセットのポインタを含む場合、これらのポインタは置き換えるか、あるい
は更新しなければならない。通常、このようなポインタを更新して、対応するデータスト
リング又は削除したポインタより早い最も遅い残りの時間スライスデータセット中のポイ
ンタを表示することは、この問題の適切な取り組みである。その他のスキームを考案し実
装することもできる。
【００５０】
　いくつかの場合、同じＱＴＩで、あるいはＱＴＩｓの指定した範囲内で、多数の異なる
クエリが行われることが知られている。このような場合、ＱＴＩに近いあるいはこれに等
しい対応する新しいＴＳＴＩ（ｓ）をもつ追加の時間スライスデータセットを生成し、こ
の一又はそれ以上の追加の時間スライスデータセット内のデータストリングのすべてのク
エリまたは問い合わせを実行することが有利である。上述した様々なクエリ方法で必要な
時間インデックス試験の多くは、もはや必要がなくなるので、このような技術を用いて有
意な速度強化が実現できる。新しい時間スライスデータセットの生成中は、このような時
間インデックス試験のみが生じるであろう。この目的のために常に時間スライス全体を生
成する必要はなく、いくつかの場合、時間スライスデータセットの一部のみ、すなわち、
クエリを行うデータフィールドまたはポインタを含む部分のみが生成される場合は、更な
る時間又はスペースを節約できる。これらの場合、新しい時間スライスデータセットを生
成した後に現存の時間スライスデータセットを変えることは不必要であり、むしろ望まし
くない。いくつかの場合、追加の一又はそれ以上の時間スライスデータセットを削除し、
以前に存在した時間スライスデータセットから切り離し、あるいは不活性化する。この場
合、以前に存在する時間スライスデータセットを変更せずに残すことが好ましい。
【００５１】
　データ送信が一時的に止まるあるいは遅延する問題は、上述した通りである。通常は、
より早い関連するＦＶＴＩデータストリングを持つＦＶデータストリングを受信する前に
、より遅い関連するＦＶＴＩデータストリングを持つＦＶデータストリングが時系列デー
タセットと複数の時間スライスデータセットに存在することはない。特に、新しく到着し
たデータストリングの時系列データセットへの挿入は特別な問題を起こさないが、新しく
到着したデータストリングの効果は、より遅い時間スライスデータセットにエラーを引き
起こす。
【００５２】
　新しいＦＶデータストリングとそれに関連する新しいＦＶＴＩデータストリングがコン
ピュータシステムで受信されると、これらのデータストリングはまず、時系列データセッ
トに含まれ保存される。対応するデータフィールドサブセットと対応する時間スライスデ
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ータサブセットが認識されて、所定の時間スライスデータサブセットのどの部分の更新が
必要であるかを表示する（図６に示す例）。新しいＦＶＴＩより遅いその時間スライスデ
ータセット中の最も早いＴＳＴＩが決定される（すなわち、最初のより遅い時間スライス
が決定される）。第１のより遅い時間スライス中の新しいＦＶデータストリングに対応す
る時間スライスデータサブセットがポインタを含んでいれば、そのポインタは、新しいＦ
Ｖデータストリングに置き換えられ、関連する新しいＦＶＴＩが第１のより遅い時間スラ
イスに含まれる。この置き換えたポインタがその他のＦＶ及びＦＶＴＩデータストリング
を表示する場合、これらのストリングまたはその新しいポインタが、新しいＦＶ及びＦＶ
ＴＩデータストリングとともに、時間スライスデータサブセットに含まれる。新しいＦＶ
ＴＩデータストリングのより早い対応するＦＶＴＩデータストリングまたはそのポインタ
を含む、さらに遅い時間スライスデータセット（すなわち、第１のより遅い時間スライス
より遅い）の対応する時間スライスデータサブセットも、これらのより遅い時間スライス
データサブセット中の新しいＦＶ及びＦＶＴＩデータストリングまたはそのポインタで置
き換えられる。
【００５３】
　フィールド群または全時間スライスデータサブセットが単一ポインタで表示されている
場合は、群全体または第１のより遅い時間スライスの時間スライスデータサブセットが、
新しいＦＶ及びＦＶＴＩデータストリングを含むＦＶ及びＦＶＴＩデータストリングで置
き換えらえる。これらの場合、更により遅い時間スライスデータサブセットのいずれも、
新しいＦＶＴＩデータストリングより早いＦＶＴＩデータストリングへのポインタを含ん
でおり、これらのポインタは、新たに更新された第１のより遅い時間スライスデータサブ
セットへのポインタに置き換えられる。
【００５４】
　本発明の方法は、時系列データセットに関連するものとして開示されているが、また、
その他の単調に変化するパラメータにしたがって構成できるデータベースの保存、更新、
検索、及びフィルタリング用に使用することもできる。いくつかの例には以下のものがあ
る。海洋学データ、海洋生物学データ、地質データは、様々な深度で収集し、深度系列デ
ータセットとして編成し、複数の深度スライスデータセットを用いてクエリすることがで
きる。大気データは、様々な高度で収集し、高度系列データセットとして編成し、複数の
高度スライスデータセットを用いてクエリすることができる。天文学データは、回収して
これを評価して対応するスペクトル赤方偏移（機能的に距離に相当する）を決定し、赤方
偏移系列データセットとして編成し、複数の赤方偏移スライスデータセットを用いてクエ
リすることができる。
【００５５】
　一又はそれ以上の電子プロセッサと、一又はそれ以上の有形で、非一時的なコンピュー
タで読み取り可能な媒体を具えるコンピュータシステムを、構成し、接続して、所望であ
れば開示した一又はそれ以上の変形例を含めて、上述の一又はそれ以上の方法を実行する
ようにプログラムすることができる。有形で、非一時的なコンピュータで読み取り可能な
媒体は、コンピュータシステムに適用した時に、開示した一又はそれ以上の変形例を含め
て、上述の一又はそれ以上の方法を実行するようにそのコンピュータシステムに指示を行
うコンピュータで読み取り可能な指示をエンコードすることができる。有形で、非一時的
なコンピュータで読み取り可能な媒体は、開示した一又はそれ以上の変形例を含めて、上
述の方法の一又はそれ以上によって生成し、保存した時系列データセットあるいは一又は
それ以上の時間スライスデータセットの電子的兆候を保存するようにエンコードすること
ができる。有形かつ非一時的なコンピュータで読み取り可能な媒体は、その他の適切な不
法またはコンピュータシステムを用いて生成し保存した、同様にまたは類似して構成した
データセットの電子的兆候でエンコードすることができる。
【００５６】
　本明細書に開示して特許を請求しているシステム及び方法は、時系列データセットと複
数の時間スライスデータセット用のいずれかのタイプのデータ構造と共に有益に使用する
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ことができる。このデータセットには、単純なテキストまたは数表、一又はそれ以上のス
プレッドシート、一又はそれ以上の関係型データベース、一又はそれ以上の専門データ構
造として構成されたデータを含む。これらは、（ｉ）米国特許第８，９７７，６５６号、
（ｉｉ）米国特許第８，９９０，２０４号、（ｉｉｉ）米国特許第９，００２，８５９号
、及び（ｉｖ）米国特許第９，１７１，０５４号（これらは、全文が記載されているかの
ように、引用により組み込まれている）。専門データ構造は、本明細書に開示され特許を
請求している一又はそれ以上の方法用に特に最適化されている。
【００５７】
　本明細書に開示した方法は、通常、一又はそれ以上のプロセッサを具え、有形かつ非一
時的なコンピュータで読み取り可能な媒体を具えるあるいはこれらに操作可能に接続され
ている、一又はそれ以上のコンピュータ、コンピュータシステム、またはサーバを操作す
るコンピュータプログラムとして実施できる。開示したプロセスの所定の部分を実行する
コンピュータ、システムまたはサーバは、開示したプロセスのその他の部分を実行するも
のと同じである必要はなく、あるいは同じではない。すべてのケースで、コンピュータ、
サーバ、あるいはシステムは独立型のマシーンであってもよく、ローカルまたは広域ネッ
トワーク（ＬＡＮまたはＷＡＮ）、あるいはインターネットに接続された一又はそれ以上
のマシーンを具えていてもよい。適切なハードウエアまたはハードウエア＋ソフトウエア
の実装を使用することができる。
【００５８】
　本明細書に開示されたシステム及び方法は、汎用のあるいは特定の目的のコンピュータ
、またはサーバ、あるいはソフトウエアを介してプログラムされたその他のプログラム可
能なハードウエア装置、あるいは配線を介して「プログラムされた」ハードウエアまたは
設備、あるいはこれらを組み合わせて、またはこれらを用いて実装することができる。コ
ンピュータ又はサーバーは、単一の機会を具えていてもよく、あるいは、複数の相互作用
する機械（単一個所に配置されている、あるいは複数の遠隔個所に配置されている）を具
えていてもよい。コンピュータプログラム又はその他のソフトウェアコードを使用してい
る場合は、これらは有形で、非一時的な、一時的又は永久的なストレージ、又はコンピュ
ータで読み取り可能なマイクロコード、マシーンコード、ネットワークベース又はウエブ
ベース、又は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、ＣＤ－Ｒ／Ｗ、ＤＶＤ－ＲＯ
Ｍ、ＤＶＤ±Ｒ、ＤＶＤ±Ｒ／Ｗ、ハードドライブ、サムドライブ、フラッシュメモリ、
光学媒体、磁気媒体、半導体媒体、あるいは将来的にコンピュータで世も取り可能な代替
ストレージ、と共に動作する分散型ソフトウエアモジュールなどによって交換可能な媒体
に実装できる。
【００５９】
　上記に加えて、以下の例は、本開示または特許請求の範囲の範囲内にある。
【００６０】
例１
　コンピュータに実装した方法において：
（ａ）時系列データセットの電子的兆候をコンピュータシステムで自動的に受信するステ
ップであって、（ｉ）複数の規定したデータフィールドの各々について、時系列データセ
ットが一又はそれ以上の対応するフィールド値（ＦＶ）データストリングを具え、（ｉｉ
）この時系列データセットが複数のフィールド値時間インデックス（ＦＶＴＩ）データス
トリングを具え、（ｉｉｉ）各ＦＶデータストリングがそのＦＶデータストリングで表さ
れる情報が取得された、測定された、生成された、あるいは記録された時間を表す複数の
ＦＶＴＩデータストリングの対応するデータストリングに関連している、ステップと；（
ｂ）プログラムされたコンピュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサを用いて
、時系列データセットの電子的兆候と、複数の時間スライスデータセットの電子的兆候を
自動的に生成して、使用するステップであって、（ｉ）複数の時間スライスデータセット
の各々が、複数の時間スライスデータセットの他の少なくとも一の対応するＴＳＴＩと異
なる指定した時間スライス時間インデックス（ＴＳＴＩ）に対応しており、（ｉｉ）複数
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の規定したデータフィールドの複数の指定したサブセットの各々について、各時間スライ
スデータセットが対応する時間スライスデータサブセットを具えており、（ｉｉｉ）各時
間スライスデータサブセットが、複数のデータフィールドの対応する指定したサブセット
の各データフィールドについて、（Ａ）時系列データセットからの対応する単一ＦＶデー
タストリングか、または、直接あるいは一又はそれ以上の中間ポインタを介して、より早
いＴＳＴＩを有する対応する時間スライスデータサブセット中の対応するＦＶデータスト
リングを表すポインタのいずれか、及び（Ｂ）上記（Ａ）に含まれる又は表示されるＦＶ
データストリングについて、時系列データセットからの関連するＦＶＴＩデータストリン
グか、より早いＴＳＴＩを有する対応する時間スライスデータサブセット中の対応する関
連ＦＶＴＩデータストリングを、直接的に、又は、一又はそれ以上の中間ポインタを介し
て、表示するポインタのいずれか、を具えており、（ｉｖ）関連ＦＶデータストリングに
ついて、時間スライスデータサブセットのＴＳＴＩより早い、時系列データセット中の最
も遅いＦＶＴＩを表している、各時間スライスデータサブセットに含まれるあるいは、そ
のポインタによって表示される各ＦＶＴＩデータストリングを具えるステップと；（ｃ）
コンピュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサに操作可能に接続されたコンピ
ュータシステムの有形かつ非一時的なコンピュータで読み取り可能な一又はそれ以上の媒
体に、上記（ｂ）で生成した電子的兆候をコンピュータで検索可能なフォーマットで自動
的に保存するステップと；を具えるコンピュータに実装した方法。
【００６１】
例２
　例１のコンピュータに実装した方法において、特定のＴＳＴＩによって表示された時間
と同じ時間を表示するＦＶＴＩが、特定のＴＳＴＩより早いものとして処理されるＦＶＴ
Ｉｓ中に含まれている。
【００６２】
例３
　例１のコンピュータに実装した方法において、特定のＴＳＴＩによって表示された時間
と同じ時間を表示するＦＶＴＩが、特定のＴＳＴＩより遅いものとして処理されたＦＶＴ
Ｉ中に含まれている。
【００６３】
例４
　例１乃至例３のいずれかのコンピュータに実装した方法において、各時間スライスデー
タサブセット中の各ポインタが、対応するデータストリング又は次に早い時間スライスデ
ータセット中の対応する時間スライスデータサブセットのポインタを直接表示している。
【００６４】
例５
　例１乃至例３のいずれかに記載のコンピュータに実装した方法において、各時間スライ
スデータサブセット中の各ポインタが、対応するＴＳＴＩより早い対応するデータストリ
ングを含む時間スライスデータサブセット中の、最も遅い対応するＴＳＴＩを有する対応
する時間スライスデータサブセットの対応するデータストリングを直接表示している。
【００６５】
例６
　例１乃至例３のいずれかに記載のコンピュータに実装した方法において、第１のＴＳＴ
Ｉを有する少なくとも一の時間スライスデータサブセットの少なくとも一のポインタにつ
いて、（Ａ）少なくとも一のポインタが、対応するデータストリング、又は第１のＴＳＴ
Ｉより早い第２のＴＳＴＩを有する、より早い時間スライスデータセットの対応する時間
スライスデータサブセットの対応するデータストリング、又はポインタを直接表示してい
る、及び（Ｂ）複数の時間スライスデータセットが、第１のＴＳＴＩより早く、第２のＴ
ＳＴＩより遅い中間ＴＳＴＩを有する、少なくとも一の中間時間スライスデータセットを
具える。
【００６６】
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例７
　例１乃至例６のいずれかに記載のコンピュータに実装した方法において、各時間スライ
スデータサブセットが、対応する指定したデータフィールドサブセットの各データフィー
ルドについて、（ｉ）ＦＶデータストリングと、関連ＦＶＴＩデータストリング、あるい
は（ｉｉ）対応するより早い時間スライスデータサブセットの対応するＦＶデータストリ
ングへのポインタと、対応するより早い時間スライスデータサブセットの対応するＦＶＴ
Ｉデータストリングに対応するポインタ、のいずれかを有する。
【００６７】
例８
　例１乃至例７のいずれかに記載のコンピュータに実装した方法において、一又はそれ以
上のポインタを有する各時間スライスデータサブセットが、対応するより早い時間スライ
スデータサブセット全体を表示する単一ポインタのみを具える。
【００６８】
例９
　例１乃至例８のいずれかに記載のコンピュータに実装した方法において、複数の時間ス
ライスデータセットが、他の複数の時間スライスデータセットのすべての対応するＴＳＴ
Ｉｓより早く、最も早いＴＳＴＩに対応する最も早い時間スライスデータセットを具え、
この最も早いＴＳＴＩが時系列データセットのすべてのＦＶＴＩより早く、最も早い時間
スライスデータセットのすべての時間スライスデータサブセットが、一又はそれ以上のデ
ータストリングを具えており、ポインタは具えていない。
【００６９】
例１０
　例１乃至例９のいずれかに記載のコンピュータに実装した方法において、複数の時間ス
ライスデータセットが、他の複数の時間スライスデータセットのすべての対応するＴＳＴ
Ｉｓより遅く、最も遅いＴＳＴＩに対応する最も遅い時間スライスデータセットを具え、
この最も遅いＴＳＴＩが時系列データセットのすべてのＦＶＴＩより遅く、最も遅い時間
スライスデータセットの各時間スライスデータサブセットが、一又はそれ以上のポインタ
を具えており、データストリングは具えていない。
【００７０】
例１１
　例１乃至例１０のいずれかに記載のコンピュータに実装した方法において：更に：（ｄ
）プログラムされたコンピュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサを用いて、
新しく指定されたＴＳＴＩより早い複数の時間スライスデータセット中に生じた最も遅い
ＴＳＴＩを自動的に決定するステップと；（ｅ）プログラムされたコンピュータシステム
の一又はそれ以上の電子プロセッサを用いて、複数の規定されたデータフィールドの各々
について、上記（ｄ）で決定した最も遅いＴＳＴＩより遅く新しく指定されたＴＳＴＩよ
り早い、時系列データセットの最も遅いＦＶＴＩを表示する対応ＦＶＴＩデータストリン
グを自動的に認識するステップと；（ｆ）プログラムされたコンピュータシステムの一又
はそれ以上の電子プロセッサを用いて、少なくとも一の対応する最も遅いＦＶＴＩデータ
ストリングが上記（ｅ）で認識されている複数のデータフィールドの各指定されたサブセ
ットが、新しい時間スライスデータセットの対応する時間スライスデータセット中に、（
ｉ）認識した各最も遅いＦＶＴＩデータと関連ＦＶデータストリングと、（ｉｉ）上記（
ｅ）においてＦＶＴＩデータストリングが認識されなかった指定したサブセットの各デー
タフィールドについて、一又はそれ以上のＦＶデータストリング、一又はそれ以上のＦＶ
ＴＩデータストリング、又は、新しいＴＳＴＩより早い時系列データセット中の最も遅い
ＦＶＴＩと、関連ＦＶデータストリングを表す一又はそれ以上のポインタ、を自動的に具
え；（ｇ）プログラムされたコンピュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサを
用いて、対応するＦＶＴＩデータストリングが上記（ｅ）で認識されていない複数のデー
タフィールドの各指定したサブセットについて、新しい時間スライスデータセットの対応
する時間スライスデータサブセット中に、一又はそれ以上のデータストリング又は、より



(29) JP 6989137 B2 2022.1.5

10

20

30

40

50

早いＴＳＴＩを伴う対応する時間スライスデータサブセット中に、新しいＴＳＴＩより早
い最も遅いＦＶＴＩデータストリングと、関連するＦＶデータストリングとを集合的に表
示する一又はそれ以上のポインタとを、自動的に具え；（ｈ）コンピュータシステムの一
又はそれ以上の電子プロセッサに操作可能に接続されたコンピュータシステムの、一又は
それ以上の有形かつ非一時的なコンピュータで読み取り可能な媒体と、上記（ｆ）及び（
ｇ）の時間スライスデータサブセットを具え、新しく指定したＴＳＴＩに対応する、新し
い時間スライスデータセットの電子的兆候を自動的に生成し、コンピュータで検索可能な
フォーマットで自動的に保存するステップ；とを具える。
【００７１】
例１２
　例１１のコンピュータに実装した方法において：上記（ｆ）が、プログラムされたコン
ピュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサを用いて、上記（ｅ）で少なくとも
一の対応する最も遅いＦＶＴＩデータストリングが認識される複数のデータフィールドの
各指定されたサブセットについて、新しい時間スライスデータセットの対応する時間スラ
イスデータサブセット中に、指定されたサブセットのデータフィールドの各々について、
対応するＦＶデータストリングと新しいＴＳＴＩより早く、最も遅いＦＶＴＩに対応する
関連ＦＶＴＩデータストリングを自動的に具える、ステップを具える。
【００７２】
例１３
　例１１又は１２に記載のコンピュータに実装した方法において、上記（ｅ）の認識が、
時系列データセットの電子的兆候に自動的に電子的にクエリを行って、上記（ｄ）で決定
した最も遅いＴＳＴＩより遅く、新しく指定したＴＳＴＩより早い対応するＦＶＴＩデー
タストリングを認識するステップを具える。
【００７３】
例１４
　例１３に記載のコンピュータに実装した方法において、上記（ｅ）の認識が、複数の規
定したデータフィールドの各々について、プログラムされたコンピュータシステムの一又
はそれ以上の電子プロセッサを用いて、（Ａ）新しい指定されたＴＳＴＩより遅い時間ス
ライスデータセット中の最も早いＴＳＴＩを決定するステップと、（Ｂ）上記（Ａ）で決
定したＴＳＴＩを有する対応する時間スライスデータサブセットがポインタを具える各フ
ィールドについて、時系列データセットの電子クエリからそのフィールドを除外して、そ
のポインタで表示される対応するＦＶＴＩを最も遅いＦＶＴＩとして認識するステップと
；を具える。
【００７４】
例１５
　例１３または１４のいずれかに記載のコンピュータに実装した方法において、上記（ｅ
）の認証が、複数の規定したデータフィールドの各々について、プログラムされたコンピ
ュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサを用いるステップと、対応する時間ス
ライスデータセットの各フィールドについて、新しく指定したＴＳＴＩより遅いＦＶＴＩ
データストリングを有するステップを具え、上記（ｄ）で決定した最も遅いＴＳＴＩより
早いＦＶＴＩデータストリングを具え、あるいはポインタで表示して、時系列データセッ
トの電子クエリからフィールドを除去し、具えている又は表示されたＦＶＴＩデータスト
リングを最も遅いＴＳＴＩとして認識するステップを具える。
【００７５】
例１６
　例１３ないし１５のいずれかに記載のコンピュータに実装した方法において上記（ｅ）
の認識が、複数の規定したデータフィールドの各々について、プログラムされたコンピュ
ータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサを用いて、（Ａ）新しく指定したＴＳＴ
Ｉより遅い時間スライスデータセット中の最も早いＴＳＴＩを決定するステップと、（Ｂ
）上記（Ａ）で決定したＴＳＴＩを有する対応する時間スライスデータサブセットが、上
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記（ｄ）で決定した最も遅いＴＳＴＩより早いＦＶＴＩデータストリングを含む又はこれ
をポインタで表わした各フィールドについて、時系列データセットの電子クエリからその
フィールドを排除して、含まれているあるいは表わされたＦＶＴＩデータストリングを最
も遅いＴＳＴＩとして認識するステップと、を具える。
【００７６】
例１７
　例１乃至１６のいずれかに記載のコンピュータに実装した方法において、更に：（ｉ）
プログラムされたコンピュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサを用いて、上
記（ｅ）で少なくとも一の対応するＦＶＴＩが認識された複数のデータフィールドの指定
された各サブセットについて、新しく指定したＴＳＴＩより遅い対応するＴＳＴＩｓで、
新しく指定したＴＳＴＩより早い対応するＴＳＴＩｓを伴い対応する時間スライスデータ
サブセット中の対応するＦＶＴＩデータストリング又は関連ＦＶデータストリングを表示
する一又はそれ以上のポインタ具える一又はそれ以上の対応する時間スライスデータサブ
セットを認識するステップと；（ｊ）上記（ｉ）で認識された一又はそれ以上の各時間ス
ライスデータサブセットについて、プログラムされたコンピュータシステムの一又はそれ
以上の電子プロセッサを用いて、一又はそれ以上の対応するポインタを、新しい時間スラ
イスデータセットの対応するＦＶ又はＦＶＴＩデータストリングを表示する一又はそれ以
上の対応する新しいポインタで自動的に置き換えるステップと；（ｋ）コンピュータシス
テムの一又はそれ以上の電子プロセッサに操作可能に接続されたコンピュータシステムの
有形かつ非一時的なコンピュータで読み取り可能な一又はそれ以上の媒体と、上記（ｊ）
の置き換えたポインタの電子的兆候を自動的に更新するステップと；を具える。
【００７７】
例１８
　例１乃至１７のいずれかに記載のコンピュータに実装した方法において、更に：（ｄ）
規定したデータフィールドのうちの対応するものについての新しいＦＶデータストリング
と、新しいＦＶデータストリングが取得され、測定され、生成され、あるいは記録された
時間の新しいＦＶＴＩを表示する新しい関連ＦＶＴＩデータストリングの電子的兆候を、
コンピュータシステムで自動的に受信するステップと；（ｅ）プログラムされたコンピュ
ータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサを用いて、この新しいＦＶ及びＦＶＴＩ
データストリングを時系列データセットに自動的に含めるステップと；（ｆ）プログラム
されたコンピュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサを用いて、コンピュータ
システムの一又はそれ以上の電子プロセッサに操作可能に接続されたコンピュータシステ
ムの一又はそれ以上の有形かつ非一時的なコンピュータで読み取り可能な媒体に、コンピ
ュータで検索可能なフォーマットで、新しいＦＶ及びＦＶＴＩデータストリングの電子的
兆候を、時系列データセットの電子的兆候の一部として、自動的に生成し、自動的に保存
するステップと；を具える。
【００７８】
例１９
　例１８に記載のコンピュータに実装した方法において、さらに：（ｇ）プログラムされ
たコンピュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサを用いて、複数のデータフィ
ールドの複数の指定したサブセットのうちのどれが、上記（ｄ）のデータフィールドを具
えるかを自動的に認識し、その指定したサブセットに対応する時間スライスデータサブセ
ットを認識するステップと；（ｈ）一又はそれ以上の電子プロセッサを用いて、新しいＦ
ＶＴＩより遅い最も早いＴＳＴＩを自動的に決定するステップと；（ｉ）上記（ｄ）のデ
ータフィールドについて上記（ｇ）で認識した時間スライスデータサブセット中のポイン
タを有する時間スライスデータセットに対応する上記（ｈ）で認識した各ＴＳＴＩについ
て、プログラムされたコンピュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサを用いて
、そのポインタを、上記（ｄ）のデータフィールドについての新しいＦＶデータストリン
グと関連する新しいＦＶＴＩデータストリングで自動的に置き換えるステップと；（ｊ）
プログラムされたコンピュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサを用いて、上
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記（ｈ）で決定したＴＳＴＩより遅いＴＳＴＩに対応し、上記（ｄ）のフィールドについ
て、新しいＦＶＴＩより早いＦＶＴＩデータストリング又は新しいＦＶＴＩより早いＦＶ
ＴＩデータストリングを表示するポインタを具え、上記（ｇ）で認識された各時間スライ
スデータサブセットについて、時間スライスデータサブセット、より早いＦＶＴＩデータ
ストリング、関連するＦＶデータストリング、あるいは一又はそれ以上のポインタを、新
しいＦＶＴＩデータストリング、関連する新しいＦＶデータストリング、あるいは上記（
ｉ）の時間スライスデータサブセットでこれらの新しいデータストリングを表示する一又
はそれ以で自動的に置き換えるステップと；（ｋ）コンピュータシステムの一又はそれ以
上の電子プロセッサに操作可能に接続されたコンピュータシステムの、一又はそれ以上の
有形かつ非一時的なコンピュータで読み取り可能な媒体に、上記（ｉ）及び（ｊ）で交換
した時間スライスデータサブセットの電子的兆候を、コンピュータで検索可能なフォーマ
ットで自動的に生成し、自動的に保存するステップと；を具える。
【００７９】
例２０
　例１８に記載のコンピュータに実装した方法において、更に：（ｇ）プログラムされた
コンピュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサを用いて、複数のデータフィー
ルドの複数の指定したサブセットのどれが、上記（ｄ）のデータフィールドを具えている
かを認識し、指定したサブセットに対応する時間スライスデータサブセットを認識するス
テップと；（ｈ）プログラムされたコンピュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセ
ッサを用いて、新しいＦＶＴＩより遅い最も早いＴＳＴＩを自動的に決定するステップと
；（ｉ）上記（ｇ）で認識した時間スライスデータサブセットについて、プログラムされ
たコンピュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサを用いて、上記（ｈ）で決定
したＴＳＴＩより遅いＴＳＴＩに対応し、上記（ｄ）のフィールドについて新しいＦＶＴ
Ｉより早いＦＶＴＩを具え、時間スライスデータサブセットを、新しいＦＶＴＩデータス
トリングを伴うより早いＦＶＴＩデータストリングと、新しいＦＶＴＩデータストリング
を伴うより早いＦＶデータストリンで自動的に置き換えるステップと；（ｊ）上記（ｇ）
で認識した時間スライスデータサブセットにポインタを有する時間スライスデータセット
に対応する上記（ｈ）で認識した各ＴＳＴＩについて、プログラムされたコンピュータシ
ステムの一又はそれ以上の電子プロセッサを用いて、そのポインタを、上記（ｇ）で認識
した指定したサブセットのデータフィールドの各々について、上記（ｄ）のデータフィー
ルドについての新しいＦＶデータストリングと関連するＦＶＴＩデータストリングを含む
対応するＦＶデータストリングと、上記（ｈ）で認識したＴＳＴＩより早い最も遅いＦＶ
ＴＩに対応する関連ＦＶＴＩデータストリングで自動的に置き換えるステップと；（ｋ）
プログラムされたコンピュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサを用いて、上
記（ｈ）で決定したＴＳＴＩより遅いＴＳＴＩに対応し、上記（ｈ）で決定したＴＳＴＩ
より早いＴＳＴＩに対応する時間スライスデータセット中の時間スライスデータサブセッ
トを表示するポインタを具える各時間スライスデータセットの各対応する時間スライスデ
ータサブセットを自動的に認識するステップと；（ｌ）上記（ｋ）で認識した各時間スラ
イスデータサブセットについて、プログラムされたコンピュータシステムの一又はそれ以
上の電子プロセッサを用いて対応するポインタを、上記（ｈ）で決定されたＴＳＴＩに対
応する時間スライスデータセットの対応する時間スライスデータサブセットを表示する、
対応する新しいポインタで自動的に置き換えるステップと；（ｍ）上記（ｉ）（ｊ）及び
（ｌ）で置き換えた時間スライスデータサブセットの電子的兆候を、コンピュータシステ
ムの一又はそれ以上の電子プロセッサに操作可能に接続されたコンピュータシステムの、
一又はそれ以上の有形かつ非一時的なコンピュータで読み取り可能な媒体に、コンピュー
タで検索可能なフォーマットで自動的に生成し、自動的に保存するステップと；を具える
。
【００８０】
例２１
　例１乃至２０のいずれかに記載の方法を用いて生成する複数の時間スライスデータセッ
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トを用いて時系列データセットを検索またはフィルタリングする、コンピュータに実装し
た方法において：（ａ）（ｉ）コンピュータシステムの一又はそれ以上の有形で非一時的
なコンピュータで読み取り可能な媒体に、コンピュータで検索可能なフォーマットで、時
系列データセットの電子的兆候が保存されており、（ｉｉ）複数の規定したデータフィー
ルドの各々について、時系列データセットが一又はそれ以上のフィールド値（ＦＶ）デー
タストリングを具えており、（ｉｉｉ）時系列データセットが、複数のフィールド値時間
インデックス（ＦＶＴＩ）データストリングを具えており、（ｉｖ）ＦＶデータストリン
グの各々が、ＦＶデータストリングが取得され、測定され、生成され、あるいは記録され
たことによって情報が与えられた時間を表示する複数のＦＶＴＩデータストリングの対応
するものに関連しており、（ｂ）（ｉ）複数の時間スライスデータセットの電子的兆候が
、コンピュータシステムの一又はそれ以上の有形かつ非一時的なコンピュータで読み取り
可能な媒体に、コンピュータで検索可能なフォーマットで保存され、（ｉｉ）複数の時間
スライスデータセットの各々が、他の複数の時間スライスデータセットの少なくとも一つ
の対応するＴＳＴＩと異なる指定された時間スライス時間インデックス（ＴＳＴＩ）に対
応しており、（ｉｉｉ）複数の規定したデータフィールドの複数の指定したサブセットの
各々について、各時間スライスデータセットが、対応する時間スライスデータサブセット
を具え、（ｉｖ）各時間スライスデータサブセットが、複数のデータフィールドの対応す
る指定したサブセットの各データフィールドについて、（Ａ）時系列データセットからの
対応する単一ＦＶデータストリングか、あるいは直接的にあるいは一又はそれ以上の中間
ポインタを介して、より早いＴＳＴＩを伴う対応する時間スライスデータサブセット中の
対応するＦＶデータストリングを表示するポインタのいずれか、及び（Ｂ）上記（Ａ）に
記載された又は表示されたＦＶデータストリングについて、時系列データセットからの関
連するＦＶＴＩデータストリングか、あるいは、直接にあるいは一又はそれ以上の中間ポ
インタを介して、より早いＴＳＴＩを伴う対応する時間スライスデータサブセット中の対
応する関連ＦＶＴＩデータストリングを表示するポインタのいずれか、を具え、（ｖ）各
時間スライスデータサブセットに含まれる又はそのポインタで表示される各ＦＶＴＩデー
タストリングが、関連ＦＶデータストリングについて、時間スライスデータサブセットの
ＴＳＴＩより早く、時系列データセット中の最も遅いＦＶＴＩを表しており、この方法は
：（Ａ）クエリ中で特定した複数のデータフィールドのクエリを行ったサブセットの、Ｆ
Ｖデータストリングに関する、リスト、表、グラフ、ディスプレイ、又は一覧表について
の電子クエリを受信して、コンピュータシステムで、クエリ時間インデックス（ＱＴＩ）
より早い最も遅い関連するＦＶＴＩデータストリングを有する、ステップと；（Ｂ）プロ
グラムされたコンピュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサを用いて、クエリ
を行ったサブセットの各フィールドについて、ＱＴＩより早い対応する最も遅いＦＶＴＩ
データストリングを自動的に認識するステップと；（Ｃ）プログラムされたコンピュータ
システムの一又はそれ以上の電子プロセッサを用いて、上記（Ｂ）で認識したＦＴＶＩデ
ータストリングを、又は上記（Ｂ）で認識したＦＴＶＩデータストリングに関連するＦＶ
データストリングを自動的に電子的問い合わせを行うステップと；（Ｄ）プログラムされ
たコンピュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサ、ディスプレイ、又は有形で
非一時的なコンピュータで読み取り可能な媒体を用いて、上記（Ｃ）で問い合わせたＦＶ
又はＦＶＴＩデータストリング中の、ＦＶまたはＦＶＴＩデータストリングをリスト化、
作表、グラフ化、表示あるいは一覧表化するステップであって上記（Ａ）のクエリに含ま
れる一又はそれ以上の検索又はフィルタ基準を満たしている、ステップと；を具える。
【００８１】
例２２
　例２１のコンピュータに実装した方法において、上記（Ｂ）の認識が、時系列データセ
ットの電子的兆候を自動的に電子的にクエリして、ＱＴＩより早い一又はそれ以上の対応
する最も遅いＦＶＴＩデータストリングを認識するステップを具える。
【００８２】
例２３
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　例２２に記載のコンピュータに実装した方法において、更に、プログラムされたコンピ
ュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサを用いて、（ｉ）ＱＴＩより早い時間
スライスデータセット中の最も遅いＴＳＴＩを決定するステップと、（ｉｉ）上記（ｉ）
で決定したＴＳＴＩより遅くＱＴＩより早い時系列データセットでＦＶＴＩが認識されな
かったクエリを行った各フィールドについて、時系列データセットの電子クエリからその
フィールドを排除し、上記（ｉ）で決定したＴＳＴＩを有する対応する時間スライスデー
タに含まれる、あるいはそのポインタによって表示されるＦＶＴＩデータストリングを、
最も遅いＦＶＴＩデータストリングとして認識するステップと、を具える。
【００８３】
例２４
　例２２又は２３のいずれかに記載のコンピュータに実装した方法において、さらに、プ
ログラムされたコンピュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサを用いて、（ｉ
）ＱＴＩより遅い時間スライスデータセット中の最も早いＴＳＴＩを決定するステップと
、（ｉｉ）上記（ｉ）で決定したＴＳＴＩを伴う対応する時間スライスデータサブセット
が、ＦＶＴＩデータストリングを表示するポインタを具えるクエリを行った各フィールド
について、時系列データセットの電子クエリからそのフィールドを排除し、ポインタによ
って表示されるＦＶＴＩデータストリングを、最も遅いＦＶＴＩデータストリングとして
認識するステップと、を具える。
【００８４】
例２５
　例２２乃至２４のいずれかに記載のコンピュータに実装した方法において、更に、プロ
グラムされたコンピュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサを用いて、（ｉ）
ＱＴＩより遅い時間スライスデータセット中の最も早いＴＳＴＩを決定するステップと、
（ｉｉ）上記（ｉ）で決定したＴＳＴＩを伴う対応する時間スライスデータサブセットが
、ＱＴＩより早いＦＶＴＩデータストリングを含む、又はポインタで表示しているクエリ
を行った各フィールドについて、時系列データセットの電子クエリからそのフィールドを
排除し、その含まれている又は表示されたＦＶＴＩデータストリングを、最も遅いＦＴＶ
Ｉデータストリングとして認識するステップと、を具える。
【００８５】
例２６
　例２２乃至２５のいずれかに記載のコンピュータに実装した方法において、更に、プロ
グラムされたコンピュータシステムの一又はそれ以上の電子プロセッサを用いて、ＱＴＩ
より遅い対応するＴＳＴＩを有する対応する時間スライスデータサブセットが、ＱＴＩよ
り早いＦＶＴＩデータストリングを含む、あるいはポインタで表示する、クエリを行った
各フィールドについて、時系列データセットの電子クエリからそのフィールドを排除して
、含まれている又は表示されたＦＶＴＩデータストリングを最も遅いＦＶＴＩデータスト
リングとして認識するステップを具える。
【００８６】
例２７
　例２１乃至２６のいずれかに記載のコンピュータに実装した方法において、ＱＴＩによ
って表示される時間と同じ時間を表示するＦＶＴＩが、ＱＴＩより早いとして処理される
ＦＶＴＩｓ中に含まれており、ＱＴＩによって表示される時間と同じ時間を表示するＴＳ
ＴＩが、ＱＴＩより早いとして処理されるＴＳＴＩｓ中に含まれる。
【００８７】
例２８
　例２１乃至２６のいずれかに記載のコンピュータに実装した方法において、ＱＴＩによ
って表示される時間と同じ時間を表示するＦＶＴＩが、ＱＴＩより遅いとして処理される
ＦＶＴＩｓ中に含まれており、ＱＴＩによって表示される時間と同じ時間を表示するＴＳ
ＴＩが、ＱＴＩより遅いとして処理されるＴＳＴＩｓ中に含まれる。
【００８８】
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例２９
　例２１乃至２６のいずれかに記載のコンピュータに実装した方法において、ＱＴＩによ
って表示される時間と同じ時間を表示するＦＶＴＩが、ＱＴＩより早いとして処理される
ＦＶＴＩｓ中に含まれており、ＱＴＩによって表示される時間と同じ時間を表示するＴＳ
ＴＩが、ＴＳＴＩより遅いＱＴＩ中に含まれる。
【００８９】
例３０
　例２１乃至２６のいずれかに記載のコンピュータに実装した方法において、ＱＴＩによ
って表示される時間と同じ時間を表示するＦＶＴＩが、ＱＴＩより遅いとして処理される
ＦＶＴＩｓ中に含まれており、ＱＴＩによって表示される時間と同じ時間を表示するＴＳ
ＴＩが、ＴＳＴＩより早いＴＳＴＩｓ中に含まれる。
【００９０】
例３１
　例２１乃至３０のいずれかに記載のコンピュータに実装した方法において：（ｉ）上記
（Ｂ）の認識が、対応する追加のＴＳＴＩｓを伴う一又はそれ以上の追加の時間スライス
データセットを自動的に生成するステップを具え、（ｉｉ）上記（Ｃ）の問い合わせが、
（１）一又はそれ以上の追加の時間スライスデータセットに含まれる、あるいはその対応
するポインタによって表示されるＦＶデータストリング、あるいは（２）一又はそれ以上
の追加の時間スライスデータセットに含まれる、あるいはその対応するポインタによって
表示されるＦＶＴＩデータストリングに、自動的に問い合わせを行うステップを具える。
【００９１】
例３２
　例３１に記載のコンピュータに実装した方法において、一又はそれ以上の追加の時間ス
ライスデータセットが、複数の時間スライスデータセットを変更することなく生成される
。
【００９２】
例３３
　例３１又は３２に記載のコンピュータに実装した方法において、一又はそれ以上の追加
の時間スライスデータセットが、ＱＴＩで表示される時間を表示する対応する追加のＴＳ
ＴＩを有する。
【００９３】
例３４
　例３１乃至３３のいずれかに記載のコンピュータに実装した方法において、さらに：（
ｉｉｉ）同じＱＴＩを有する上記（Ａ）の複数の異なる電子クエリを受信するステップと
；（ｉｖ）受信した各クエリについて、（１）追加の時間スライスデータセットに含まれ
る、あるいはその対応するポインタによって表示されるＦＶデータ、又は、（２）追加の
時間スライスデータセットに含まれる、あるいはその対応するポインタによって表示され
るＦＶＴＩデータストリングに、自動的に問い合わせを行うステップと；（ｖ）各受信し
たクエリについて、上記（ｉｉｉ）の対応するクエリに含まれる一又はそれ以上の検索又
はフィルタ基準を満足する、上記（ｉｖ）で問い合わせを行ったＦＶ又はＦＶＴＩデータ
ストリング中のＦＶ又はＦＶＴＩデータストリングを、リスト化、作表、グラフ化、表示
あるいは一覧表化する、ステップを具える。
【００９４】
例３５
　例３１乃至３４のいずれかに記載のコンピュータに実装した方法において、更に、一又
はそれ以上の追加の時間スライスデータセットを不活性化するステップを具える。
【００９５】
例３６
　一又はそれ以上の電子プロセッサと、各々が一又はそれ以上のプロセッサに操作可能に
接続された一又はそれ以上の有形で非一時的なコンピュータで読み取り可能な媒体とを具
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えるコンピュータシステムであって、このコンピュータシステムは例１乃至３５のいずれ
かに記載の方法を実行するように構成され、接続され、プログラムされている。
【００９６】
例３７
　コンピュータシステムに適用されたときに、例１ないし３５のいずれかに記載の方法を
コンピュータシステムに実行させる指示の電子的兆候でエンコードされた、有形かつ非一
時的なコンピュータで読み取り可能な媒体。
【００９７】
例３８
　例１乃至２０のいずれかに記載の方法によって生成された複数の時間スライスデータセ
ットの電子的兆候でエンコードされた、有形かつ非一時的なコンピュータで読み取り可能
な媒体。
【００９８】
　開示した例示的実施例と方法の均等物は、本開示あるいは特許請求の範囲の範囲内にあ
ることを意図している。開示した例示的実施例と方法、およびその均等物は、本開示又は
特許請求の範囲の範囲内にありながら、変形することができる。
【００９９】
　上述の説明において、本開示を簡略化する目的でいくつかの例示的実施例をまとめるこ
とができる。この開示の方法は、請求項に記載した実施例が、対応する請求項に明確に記
載されているより多くの特徴を要するという意図を反映するものとして解釈するべきでは
ない。むしろ、請求項が反映しているのは、発明した主題が、単一の開示した例示的実施
例のすべての特徴より少ないところにある。したがって、請求項は、ここでは、詳細な説
明に組み込まれており、各請求項は、それ自体、個別に開示した実施例に基づいている。
しかしながら、本開示は、本開示又は請求項に現れている一又はそれ以上の開示した又は
請求した特徴の適切なセット（すなわち、互換性がないものでもなく、相互に排除するも
のでもない特徴のセット）を有する実施例を、ここに明確に開示していないセットも含め
て、暗に開示していると解釈すべきである。更に、開示の目的で、各従属請求項は、多数
従属請求項の形式で書かれており、食い違いのない先行するすべての請求項に従属するも
のと解釈するべきである。さらに、請求項の範囲は、必ずしもここに開示した主題の全体
に及ぶ必要はない。
【０１００】
　本開示及び特許請求の範囲の目的において、接続詞「又は」は、（ｉ）例えば、「いず
れか一方」、「の一方のみ」、又は同様の言語で明確に記載していない限り；あるいは（
ｉｉ）列挙された代替の２またはそれ以上が、特定のコンテキストで相互排除していない
限り、包括的に解釈すべきである（例えば、「犬又は猫」は、「犬、又は猫、又は両方」
と；「犬、猫、又はネズミ」は、「犬、又は猫、又はネズミ、又はいずれか二つ、又は３
つ全部」と解釈される）。ここで、「又は」は、非相互排除代替物を含むこれらの組み合
わせのみに及ぶ。　本開示及び特許請求の範囲の目的において、用語「具える」、「含む
」、「有する」は、どこにあろうとも、無制限な用語であると解釈すべきであり、明らか
に異なることが記載されていない限り、フレーズ「少なくとも」がその後に追加されてい
るのと同じ意味である。本開示及び特許請求の範囲の目的において、用語が数値に関連し
て「ほぼ同じである」、「実質的に同じである」、「よりも多い」、「よりも少ない」、
などと使用されている場合異なる解釈が明確に記載されていない限り、測定精度と有効桁
に関連する標準的慣例が適用される。「実質的に無視された」、「実質的に存在しない」
、「実質的に除去された」、「ほぼゼロに等しい」、「無視できる」、その他といったフ
レーズで記載されたゼロの量は、各々、問題の量が、開示した又は請求項に記載した装置
又は方法の意図した操作又は使用のコンテキストにおける実際の目的のために、その装置
又は方法の挙動又はパフォーマンス全部が、生じた挙動又はパフォーマンスと異なってい
ない程度に低減され又は小さくなった場合を指しており、実際、ゼロの量は完全に取り除
かれているか、まさにゼロに等しいか、さもなければ、まさに、ゼロになっている。
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【０１０１】
　特許請求の範囲において、要素、ステップ、限定、あるいは請求項のその他の部分のラ
ベリング（例えば、（ａ）、（ｂ）、（ｃ）、他、又は（ｉ）、（ｉｉ）、（ｉｉｉ）な
ど）は、明確化だけの目的であり、ラベルを付した請求項の部分の順序、又は先行の意味
を含むものと解釈すべきではない。このような順序又は先行を意図する場合は、請求項に
明確に記載するか、いくつかの場合は、請求項の特定の内容に基づいて暗示されるか、あ
るいは固有のものである。請求項において、装置の請求項に３５ＵＳＣ§１１２（ｆ）の
条項の行使が望まれる場合、用語「手段」は、その装置の請求項に現れる。これらの条項
の行使が方法の請求項に望まれる場合、用語「するステップ」が方法の請求項に現れる。
逆に、用語「手段」又は「するステップ」が請求項にない場合は、３５ＵＳＣ§１１２（
ｆ）の条項はその請求項に対して行使する意図がない。
【０１０２】
　一又はそれ以上の開示が引用によりここに組み込まれており、このように組み込まれた
開示が本開示と部分的あるいは全体的に食い違う、又は、本開示の範囲と異なる場合、用
語の食い違いの程度、より広い開示、あるいはより広い定義で本開示をコントロールする
。このような組み込んだ開示が別のものと部分的にあるいは全体的に食い違う場合、食い
違いの範囲で、より遅い日付の開示をコントロールする。
【０１０３】
　要約書は、特許文献の特定の主題を検索する目的の要求で提供されている。しかしなが
ら、要約書が、要約書に記載されたなんらかの要素、特徴、限定が必然的に特定の請求項
に及ぶことを暗示するものではない。各請求項が及ぶ主題の範囲はその請求項のみの記載
で決めるべきである。
 

【図１】 【図２】
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